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嶌填1－一新田丸就航時代の雄姿

本船は昭和17年8.月に航空母艦に欧遙され抑鷹と命名されたO.
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流鵲接手(こ§ろ交流巻上機に 上島市太郎
中日木亜工準・稗戸鎧船所塞弱

ついて

2～3％になる。この回簿力を引きずり回湾力，釣合の

黙をストーリング速度という。逆に運轌中負荷が端すと
I.fg.言

船舶の全船交流化か云われる割にその賓現が進まない

のは交流電動機のみでは巻上機としての迩篭な性龍を得

ることがむずかしL,ためと思う。

我國では性癖の關釜迩絲船主剛丸及び與愛丸に三菱電

機が研究礎施した(I)ものは世界的の企であり，戦後浦賀

鐙船所の研究になる私のがF型貨物船に質施されて一

應成功した｡(2)然しその性能に開しては未だ研究の餘地

があるように思われる。

米國の現状に關しては各務氏の論文が本誌(3)に記載さ

れており，交流化に對する重量，債絡，床面積等の比較

は種を發表されてt､る<3X4)ので省l略する。

シンクレア流艦接手を巻上機に腰用するとその卓越せ

る性質によって優秀な性能が得らｵ1，るので弊所ば昭和

13年よりこれが研究に蒲手し昭和22年運輸省當局の

英断によって，青函連緒船s型船（洞爺丸，羊蹄丸，

大雲丸及び摩耶丸〕の揚錨機及び絞盤機にこれを賞施し

て一應の成功を收めたが，未だ巻上機中の最難凋である

揚賃機は計霊が完成したに過ぎず更に研究中で,これが

成功の曉には全船交読化が比較的容易になることを確信

する。

2．流篭接手の構造及び作用

流磯接手は織造上U形JS形yT形叉びR形の4

種iこ大別されるが，これ等は全て蝿動部分と被動部分と

より成り，雨者間には何等機械的の連絡はなく油の運動

エネル等で動力を傳達する。潅上機には主にT形とR

形とが用いられるのでこの二つについて略述する。

T形の溝造は第1面に示す如く騒動部分は騒動羽根車

(1)と|"(2)とより成り，原動機に遜結せられ，被動

部分は汕溜（5）を有する被動羽根車L3)と軸(4)と

JEI)成I)被動磯に迩結される。軸の一端は球軸受により

麗動部分に支えられ流麗接手の推力は球軸受で受けさせ

る。按手内部の油は特霞な油止装置（7Jで完全に密閉

せられ，外部に漏洩することはない同

電動磯を起動し被勁部分が停止している時には一部の

油は油溜に溜り被動機に傳達される回韓力は迩堕職錘回

鱒速度の自乘に比例して職加し，釣合の熱で被動側が廻

りtl.{せば油溜丙の油は遠心力で油出入口⑥!より掴根

車室内に入り滑りを急激に減少し定絡負荷の時に滑（〕は
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荷が大きすぎたり，ロープが引掛つたりして荷が念

に増加した場合等にこれを一定限度に髄限して電動

機の過負荷を防ぐ．と共にロープ等を保護する。

<2）負荷一速度の關係が催舗眉に良い。

負荷と巻坂逮度との關係，従てTとngとの關係

F

｜

’

1は露5圖の

ようなのが

理想的とせ

られ，蒸氣

磯關珍性詣

はこれに近

く最も良い

とせられて

いるが，第

4岡曲線ぱ

ほぼこれに

‐近い性能が

あるo

（3）澆み性

に富む。

第4間に示

す如く負荷

が畷すと速

度は下る。

これは湊み

性に富んで

、いる事を示

し，ロープ，

歯車等の傳

導装置を保
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〃 N龍形回転子誘導鱈動機′
HCT形流1本持手
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羽根車室内の油は油溜に戻り滑りを増し或る負荷で滑り
100％になり被動側は停止う~るが，電動機はその回湾を
持績する。第2圖でTMは電動機の回鱒力一回漣速度
曲線fTHは引きずり画鱒力一回鱒速度曲線,A黙はス
トーリング速度を示す。

R形の構謹ま第3岡に示す。被動羽根車内に軸方向に
渦動する環（8）を設けﾀi部の霧縦桿（9）で操作する。
環を全開した場合はT形と同様であり,環を全閉すれ
ば傳逹回鱒力を減少し環の開度に應じて或る程度の調速
をすることか出來るO第2固のT｢豆は環を全閉した場
合の引きずり回縛力を示す。。

3．流遥接手の特徴

流麗接手には次のような特徴があるがこれ等は全て念
上機として重要である。
（1）鱗造簡単で摩耗個所少く保守は容易である
（2）坂扱は容易で殆ど運鱒に注意を要しない
<3）衝繋を相互に傳逹しない
（4）接手として湊み性に富み機賊に無理をきたさない

4．流麗接手の性能

洗盤接手付巻上機には次のような性能がある。
〈1〕ストールすることが出來る。
第4岡は電動機回鱒速度、』を一定に保ち被動側の
回惑力T=を鍵寛充場言の被筋側回憾速度･ngの鍵．
化の状態る示すo'rを婿すとついにn2=0即ち電
動機は111で廻りおるに被動側は停止する。この性
質犠上機として猿も必要なもので巻｣磯に掛る負

②
400

〃Z

r･侭、

pT"mﾉ020JO"
第4団

丁

〃

「

イ

護する。又ノ2伽

2選の巻上

機で軍L,荷8〃

を上げる時

にもし定速400

電動機叉は孔
菰R、

これに近い 0

性能のもの

を用いれば

~一宇1
1

、 、

妻罰、
１
１
１

2030‐4I‘畑

丁崎加
1畠迄剛ヒレも‘'ノ

を 用いれば第5圖

片方の寵動議が過負荷になり，ロープ等を痛める恐
れがあるが，流膿接手を用いると負荷が増ｻー と滑り

を瑠してn2を減じるから荷が平均してこの恐れが

ない。

“〕電荷品か簡単になる。

比較的簡単な電氣設備を有する巻上磯用として性詣

１

」

’
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l白1の悪い電動機でも流膣接乎を用いｵ'ぱ性能が向上

し，かつ電動機の過負荷を制限するから電氣設備は

簡単安贋になる。

〈5）インチングが容易に出来る。

被動側にブレーキを掛ナれぱストールする｡これを

少し緩めると被駒側は直ちに極く徐奄に廻るぐいわ

’ゆるインチングを容易に行うことが出來るが，その‐‐

圓滑なことは驚くべき程である｡､在來の如く電動機

を極く僅かの既麺しすぐ．止めて行うことは電動磯に

も傳導装置にも好雲しくない。

て6）衝盤を相互に僻達しないo

通常の篭動淡でば回鱒モーメントが大きL,から荷を

最初に引き上げる時にロープか緩んでいたのか’念

に張るとか，荷が邪魔物に引掛ってロープの速度が

急に鍵化した時にその衝蕊によって非常に大きな力

が僅導装置に來る恐れかある。流瞭接手を付けると

被動側の慣性モーメントカ極く小さL,から，小さい

力でその速度を鶴こし得るから大きL,力傳導装置

，に来ることはなL℃間急激に速盤が鍵つた場合には

瑚鬮車室内の油の洗れがその瞬間異常な状態になり

その極離を吸收して他に際えない。

＜7〕圃滑iこ負荷を増すことが出來るo

電動機を念に起動して4巻上機に掛る回鱒力は次第

に大きくなり，圓滑に起動し負荷を次第に墹すこと
か出來る。

＜8）大なる起動回韓力が得られる。

被動側《ﾙ荷か重く雷動磯が起動する間洗魑接手被動

側が静止している間は篭2岡でTMとTHとの差

・は単に霞動機の加速に蜜されるので電動機は早く速

度上昇し,A黙に相常承る大き・や回鱒力で被動0M

・を廷動することが出來る。然るに直結の場合では傳

わる回聴力はT測であるから途上機靜止の場合の

筵動回鱒力は小さく，重い荷を掛けて進動する場合

，には低速度における速度上昇が遅くなるから起動時

§間は長くかつ電動機の發熱の程度も大きい。

5．巻上機への組合せ

交流電動磯に流鴎接手を雁附す~る場合の2，3の例を

負示す。

〈1〕瀧型回縛孑誘導躍動幾+T形流磯接手◎

最兆簡単なもので第4岡①に示す如く荷重が超過

しても電動磯に過負荷を來さず惟崩眉曲線の形も良
いo

<2)捲線型回鱒子誘導誕動畿+T形流腿接手。

第6岡に示す如く挺動淡回鱒速度、，が①’の一定

の時はTと

1 、n2との關係

は①の如

くになる。

叉抵抗を調

整して、1 門捲線形回轄子誘尋電
が②'の如、H.CT形流体捲子
<一定の時の②電動機速度7Zf
は②の如 、の②被勃側違度〃2
くになる○

図

捲線形回轄子誘募電動機
’
1

1

’
⑦ ’

1

①と②とノ”0

の間は抵抗

を加減する600

ことによつ

そ任意の曲“0

線が得られノ2ど
るOXRI71

O

（3）稲型回
〃"”“

7婿．"Z

鱒子誘導電第6岡

動機十R形琉禮接手。

R形W[鴎接Fで環を調墜すれば傳達回縛力は鍵化す

る。その性籠は第7圖の如くになる。岡でRVOI*
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6．賀施例
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前述の如く青函連絡船s型蹄の揚錨磯と絞盤隣とに應

用した。第8圖は揚錨磯,銘9園は絞盤機の外観を示し，
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第11岡

蛾方面の御支援をお願いする次第である。

;導

1虫 琴老女献

Z 46

荷重“

主要要目を第1表に示す。表で示す如く揚錨機は極鐘換

捲線型誘導電動機にT形を，絞鎧機は極鍵換龍型誘導

電動機にR形を取付けている。計萱時には揚錨機側も

絞盤機側の如き組合せにしたかったが，起動電流が大き

過ぎるので中止した。

第’0耐と露’’圖にこれ等の特性曲線を示す。高速

側で荷の大きい虚で性能が悪くなるが，本船では高速で

は荷が非常に小さいので問題こならなかつだ。
何分最初の企てであったので洗臘接手の工場試騒，揚

錨機の負荷試職奮船に取付けての牽引試數を行い更に

張力計を試作し現地で牽留時の荷重一速度を測這してほ

ぼ満足な紬果を得た。

（1）闘澤房竪：鐵這省新造關釜連絡船金剛丸及興安

丸の交流化に就いて

山口良哉，小林榮一：交流電動揚貨機及制御装

置，三菱電機鍵13巷第3鵠〔12年3月）

（2）藤崎厩：小型貨物船用揚貨機動力の交流化，

船舶第21巻第10鑑，〈23年10月〕

（3）各務孝平：潔國に於ける船舶補機に就て，船舶

第24糧第1號，（26年1月）

(4)N.V.Peste)･eff;AIternatingCurrentSup

pliesforAuxiliaryPlantonBoardShip》
TheShipbuilderandMarineEngineBuilder.

Junel951

志村宛；船舶用電睡装置，船舶第17巻第3雛
．（19年3月〕

池村清：舶用ウインチの交流躍動について，

船の科學第2懇第6號，〔24年6月）

6．結言

交流巷上磯に流魁接手を臓用すると優秀な性能が得ら

れることに譜目し長年に亘る研究の結果を運職省當局の
英識によって揚錨嬢及び絞盤機に蜜施してほぼ滿足な成
績を得て交流化に對して一寄與をすることが出來たが，
更にこれを研究して完全な物にすると共に，－．日も早く
錫貨磯の資駿研究を完成して全船交流化に貢献したく諾

’
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小 穴正一郎
東洋電畷技術部東洋電機の交流電動ウインチ

１
１

電機の交流ウインチの研究に交付された歌によっても明

らかであろう。それにもかかわらず〉我國は勿論先進諸

外國においてもこれの完成を聞かな↓､のは何故であろう

か。以下交流電動ウインチの現状に少鳧溺れてみろ。

船舶の交流電源

譲諭は船舶D電源は殆ど直流であり交流を使用した例
4-稀であつだが，戦後建造の貨物船には交流を採用した
屯のがかなりの數i二及んでいる。之は次の利黙に依るも‘
のと思われる。

〔1〉建悲費の節約
交流を使用した場今船内のポンプ用その他の相常多数
“電動鶴二安債な謬導電動機を使用出來る爲建造費を大
幅に餓威し得る。

〈2）電氣機器の一般陸上用品との互換性一
船内の電動機類，無線設備,その他些細な電氣器具に
到るまで一般陸上用品を使用出來'極めて便利である｡
（3）電氣機器の堅牢かつ取扱容易である事
雷氣機器特に電動僕においては誘導漣動磯である爲堅
牢かつ取扱容易である。交流の場合欠難としては船内配
歸が手数を要し，叉電腺所要量力瑠大し昨今のように電
線債締が該行的に高賑している場合には建造慣楮の節減・
もこの鮎でかなり相殺されるが，これは一時的な現象と
考えらｵT.'諸外國においても船舶は次第に交流化される
現状リニある。

貨物蹄を交流化する場合，從來最大の欠黙どあったの
ほ直巻特注を必要とするウインチ及びウインドラス用電
動蕊が交流では優秀な臓昌のものが作り得ないとされて
いた熟であろう。特に貨物船のウインチは使用條件か:苛
酸であり，かつ極めて高性能を要求され’交流ではこれ
に逼するウィンチは未だ先遡諸外國においても完成され
ていない。

従って我國戦後建造の交流船においてはディーゼル船
でありながらウインチにはスティームを使用するという
矛盾を敢えてしている｡ス秀イームウインチは性能とし
ては電動ウインチに勝り,極めて堅牢かつ安佃である鮎
に大童な利黙を有するが’綜合能率が低い事’脊響が大
である事,準備に時間と手数を要する事，ディーゼル船
では特別にボイラーを設置しなければならず’その爲大
切なスペースをそれにとられかつ燃料費も高侭となる事
等により，電動ウインチが進歩ずるにつれ既に過去のも
のとなりつつある。

以上のように考えて來ると交流激動磯による優秀なウ
インチの完成は非常に有意義である事は論を俟たなぃ･
このことは今回運輸省の科學技術膿用研究繍助金が東洋

交流電動ウインチの現状

交流電動ウインチは前述の如く我図説勿論諸ﾀ掴にお

いても直流電動ウィンチに匹敵する高性能のものは完成
されておらず,叉その鐘も少く，これに關する文献も稀
であるc。

佛罰MM牡の極東定期航路に就航し我國にも屡鳧寄
港まる，験後建篭の豪華船マルセルイーズ縦のウインチ

及びｳｲﾝドﾗｽは共に交流であり捲線型の誘導電動窪
を抵抗制御した哨のであるが，ウインドラスは別として
ウィンチは客船である爲高性能のものを要求されてはい、

ないo

女献によれば米國ウエステングハウス趾の三種類の極
數を有する誘導電動機の極賦愛換による方注，英國レィ
ロール趾の交流直巻整流子電動機によるもの等がわずか
に見られるが'い”Lも完庇したものと雌思えない。
我國1こおし､ては三菱篭機か關釜連絡船に誘導電動磯の
極敷鑿換によるものを製作し，叉青函連絡船で誘導電動
機と流綴接手併用のものが試用されたが，共に試作の域
を出ていない。

誘導電動機の極數鍵換を使用したものには次の欠黙が
ある。

１
１

I

』

（1）超勤電流が大きい:11

これは通常の施型誘導電勧機ては起動電流は定略電流
の6～7倍程盤であり，ウインチの様に台数が多くかつ
起動停止が頻繁なものでは電源發電機の容量は非常に大
きい事を要し不經濟となるo

１
１

１

（2）電動機特性が直巷特性でな､、

ウインチは軍負荷では低速度で動作し，輕負荷の時に
は極めて高速で動作する事を要求される。即ち原則的に
は定出力特性がのぞましいが，誘導電動機ではこれを質
現する事は出來ない。

洗溌接手と併・11のものは最近流調接手の優秀なものが

出來ているので有望な方法と考えられるが，現状では非

常に高攪でありかつ電動畿と接手の雨方を制御する爲取

扱不便である。

」
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昨春來電動ウインチに對し種玲研究調査
山

の結果，前述の交流電動ウインチの完成が

張く要望されている所以を知り，叉ウイン

チか直巻特性の可痩速度電動機を使用する

事を必要とする以上三相直巻整流子電動磯

により解決するのが最も安富な方法である

と確信するに到り，大阪商船株式薑赴の絶

大な支援を得てついに試作に着手，本年6

月第1回の試作溌登完成し，一部改遙の上

9月一應乃完成を見る事となった。今後更

に改良すべき謡は二，三ある謡それ等の

實施により交流電動ウインチを直流電動ウ

インチに匹敵する高性能のものになし得る

確信を得た事は非常な收獲であり，ここに

第1回試作の結果を紹介して参考に供した

いと思う。

＝

<エ）定椿

ウインチ性能5ton33m/min･noload
max.Speed約114m｡min

霞動機三相直巻整流子電動機12p
45Hp220V60~

制御器リプクタ,-制御電動カム軸制
御式主幹制御器捲揚捲卸

各3ノッチ

制動方式電磁制動機並びに足踏制動機

特性曲線第1固

く2〕特徴

先進諸外國殊に欧州においては整流子電動機は敵多く

製作されているにもかかわら寵この種電動機を使用し

たウインチが出來なかったのは次の理由によるものと思

われる。即ち前述の如くウインチには直巻電動磯を使用

すべきであるが，直巻電動磯の偽性は第2間に示す如く

無負荷痔の速度は一黙に集中し，従ってウインチとして

使用する時は輕負荷で低速を出し得なL,。又この電動機
は外から廻された場合に電氣的な制動をしなL,。從って

ウインチとしては捲卸の時高速となり危嶮である。
今回の東洋電機の試作交流電動ウインチにおいてば濁
自の考案により，以上の諸黙を解決し得た。その特徴娃
菰の邇りである。

1．三相直霧整流子電動機の採用によりウインチに最

適な直程特性を具備した。

2．鍵匪器に第三巻線を作りこれに遁嵩なリアクター

を結合し，輕負荷の低速，及び電力回生制動による安定

な捲卸を質施し得た。

3．制御器には電動カム軸接鯛器を採用した。これは

第1回の試作機

ｲ東洋電機の交流電動ウインチ

東洋電機製造株式曾批は車輌電磯品の専門製作會献で

あるが，他に交流整流子電動磯の製作に三十年來の經験

と特殊の技術を有する事は専門家の等しく誌める所であ

り，現在我國の交流整流子電、機の約9割を製造し大型

識はことごとくその製品である。
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列に接纐された顎になり，固定子起磁力と回鱈

子廷磁力とはI階間的に同相で雨起磁力が同一回

鱒方向となる様に接識しておIナぱ固定子巻線に

謝するブラシ位置によって決まる。筌間的位

相と雨起磁力の大さに夫ｲ〕1､ルクが決まる。本

機の場合ブラシ位置は固定で角度は捲揚方向で

135。（捲卸方向ではその童まで105にあたる〕

を使用して；る。

固定子稔線と回鱒子詮線が直列に結ばれてい

て主磁束がほぼ負荷電流に比例する故いわゆる

直巻特性で負荷の鍵動により逵鹿が鍵る。一般

には効率力奉共に良好な電動機ごあるが，本渡

の場合は速度制御は刷子移動(こよらないで比較

的低い刷子角度に固定してあるので定格負荷;付

近では力奉捻餘りよくなL,が輕負荷時(2tcn

以下）では93％以上である。

本機の速度制御ば授特の考案による中間鐵亟
器に三次雀線を設け飽和特性の異なるリアクタ

ーを挿入-j-る事により行っている。（これは目

下特許出願中ごある）

(4)f.御装置

制御の方法は主電動機の回轄方向をかえる事

と速度を3段に鍵化させる罫である。前者の爲
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にはこの電勤機において催三相の丙の二線を切

りかえた上,固定子巻線を120°ずつずらせる必

要があり，後者の馬には鍵蕊器の第3巻線を第

1ノッチでは常1リアクター第2ノッチでは帯2リア

クターに結合し第3ノッチでは開略する。叉輕負荷の捲
揚速愛を大にする爲固走子巻線のタップワインデングヘ

回巍力(倉鏑ﾛ動力の%)

第2岡6板200V50～直捲整流子電動機特

性曲線

東洋電磯が電車に使用してその信頼度の鄙､黙において

最も誇とする所であり，叉時限繼電器等を使用しないで

も主幹制御器の急速なノッチ鍵更に對し大きな尖調電流

を出さず｛ご追従出来る。

4．保‘塗装霞ばウインチの特性上電動磯に對し智識の

ない人にも安全に迩縛出來るように充分注意して設計さ

れ，捲湯埒の過負荷，捲卸‘.､の過速度を防止してある｡

（3）電動機

本ウインチの電動機としては既述の如く言相直一整流

子電動機を使用しず二本趣動機の詳細まこれを記述する事

は煩雑であり相溌の紙数を要するのでこれを割愛L,そ

の臘略を述べることにする。第3側において固定子巻線

は誘導電動機と同様な多相分砺巻線でありこれは中鵬鍵

匪器の一次在線に直列に接叙されてL･る。回獅子は直流

機の電機子と同傑で各コイルはそれぞれ整流子に接綴さ

れている。整流子上には對極敷ごとに朴數だけのガラシ

が等距離に配置されこのう'ラシは中間鍵鰕器の二次側に

接織されている。従って固定子巻腺と画縛孑巻擬とは直

’

１
９
口
Ｐ

’

|’I｜時

』

Ｉ

S:固定子Tp:中間鍵睡器一次捲線
R:回博子Ts二〃二次〃
X:リアクター、TT:〃三次〃

第3掴｜三相直悲整流子電動機結線罰
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1．主幹制御語

主電動磯上に取付けられた防水型鐸鐵製函に收められた

圓筒式制御器で把手を捲揚，捲卸各3ノッチ並に停止位

置に置く事により全装置を自在に制御する。

2．電磁接鯛器盤

主電磯回路並に制御回路の開閉をする電磁凄燭器で正轌

の切り換えを行っている｡[第4圖主回路接績闘参照〕

三相交流機で如上の制御を行うには接鯛器の數がかな

り多くなる爲我鈴は電車における經慰で最も確寶なカム
＝

軸接鯛器を使用した〔第5圖制御回路結線圖参照〕。そ

の主な内容は次の通りである。
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用迩鱒用各1個を有し同時投入をされぬ様に機械的鎖鍵

装置がついている。

3．電動カム軸制御器

正逆鱒及各ノッチの速度制御を行うための式回路の接涜

愛更をさせるもので三相誘導電動機のカム軸電動機によ

く〕，主幹制御器把手位置に稲鴬する位置にカム軸を回鱒

L必要な開閉をさせる。カム軸に取付けられた制御圓筒

はカム軸電動機の發停を司るものである。

電動カム軸制御器は一組の枠組に取付けられ，主電動

機瀧の制御器格納函に收めらｵtている。

尚無電嘩鍵電器3個が三相主回路に入れてあり’主回

路の可熔器が切断した場合は直に電磁開閉器を切り電磁

識動を働作させる様にしてある。

4．保審繼電器盤

主電動機台盤の最後部にあるベークライト盤に取付けら

れた4個の繼電器よりなる丙2個はプランヂャー型過負

請繼電器で主回路が過負荷となった場合’その時の電流

に應じて適當な時間内に電磁接鯛職電磁腺輪を糟磁し

て主回路を開き電勵機の保護壷する。

1個は限洗繼電器で主回路電流値が140Aに下った

時動作し，カム軸を第2叉は第3ノッチに進ませる。そ

れまでは主幹制御器の把手を第2叉は第3ノッチに進め

てもカム軸接鯛器は第1ノツテにあり主雷動機が過負荷

になるのを防ぐ。第2第3ノツチに進み､得る負荷は4噸

以下である。

他の1個は過電鰯隠電器で鍵嘩器一次糧線の電嘩が

96V以上になると動作し第3ノッチで捲卸の時電動機が

1COm/min以上になると自動的にカム軸接鯛器を第2

ノッチ位置に戻し捲卸速度を下げるものである。

5．足踏淵閉器

足踏制動磯に連結している防水型籟丙に收められた開閉

器で足踏制動機を踏むとこれに連動するレバーにより接
艶を開放し電磁接澗器のコイルを鴉磁し主及び制御回路
を切り電磁制動磯も同時に動作させるものである｡

〔；〕機械部分

電動ウインチの減速装置にはウォーム歯車を使用のも

のとヘリカル歯車を使月jのものがあり現在は大半前者で

あり東洋電機の場合もゥ剥－－ム歯車を採用した。減速比
は24．5：1である。巻胴は正副各1個を有する。電
動磯台盤，制御語格納筐は一鴎の鋳鐵製で水防を完全に

して中に髄御器，電磁接臘器，繼電鴇，鍵霊器及びリア
クタ,-類を鶉紬する。尚試作機の機械部分は佐世保船舶
工業株式南祗の設計並びに製作にかかるものである。

試作機の試蕊結果

試作機④特性は第1画の通りであり，ほぼ計登通りの

結果を得たが，要約ずると下記の邇りである。

'・リアクターによる制御方式は大禮所期の成績を得，

捲卸速度は5tonの時第1ノツチで約56m/minで回圭

制動をしながら安定な蓮轌をずる･

2．無負荷扇寄速窒ほ捲揚113m/min捲卸90m/m麺で

ある。

3．半速以上のトルクが少い爲高速になるのに時問を要

する。5ton30m/min,まで約2秒100m/minまで7秒

程愛である。

4．刷子角度を捲揚135．捲卸ﾕ05。を使用した爲力率が

悪くなり定洛負荷時には75％程度で一次電流はエ70A

であった力､2ton以下の負荷では力率iま95%以上で

ある。

ｉ
Ｉ

~

結 論

試作磯は直流電動ウインチに比較う-ると次の欠黙があ

るo

1.電動農型肢が大きく従ってウインチとしての大き
さも大で艤装_上種々の不便を來す。

2．回鱒部分の慣性が大きい爲加速が遅く，叉停止時

に大きな蹴動力を要する。

3．無負荷速度が直流は130mﾉminであるのが13m/

rn7nである。

4．捲降最砥速度が直流では15～20mmin程窒であ

るのか，47～56m/minであり，破損し易．物を下すと

きには一旦停止してハン下レリーズによる蔀を要する。

以上の欠黙を除去する事が出来れば直流電動ウインチ

に匹敵する電動ウインチを作り得るので，目下これ等の

欠羅を除去した高性詣の交流電動ウざンチの試作に着手
している。即ち先回り試作では刷子角度を捲揚時135．、

捲卸時105oを使用して､､ろかこれ等の角度では力率及

能率共に悪く從って一次電流も大きく電動機外形も犬と
なっているo

次回の試作磯では刷子位置を固定にしたまま捲揚捲卸
共170.を使用して特性を改善し，叉他力懇制通風（前
回は自己通風）及び極數を減らし回倒を上げて電遜機を
小型とする事に鋭意努力の結果，重量約菟慣性約芳と
する事を得る見込である。叉前回のリアクター制御では
無負荷速度叉は揺卸速度は電動機の同欺速度〔就回は
600R.P.血.で45m/minに相歯する〕以下にならないが
次回ま新い､方法によりl司期速度以下の速度も取れるよ
うにし最低捲卸速度20m/minとする識定である。叉慣
性が小さくなった篤加速は早く制動は容易となり直流電
動ウインチに匹敵するものを完成出来る見込である。

’ 、’
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１
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驚薦詳蝋繍蝋罵蕊霊｜

｜
うな問題は目閣内に於てさえ，管理部1I1,生亜部門につ

いての秘密に捗るであろう程愛の詳細な原償資料，並び

に統計賓料の好意的提供が無ければ，邇確には把握出來

ぬことがらであり，況んや全然機構の異っておる外國の

造船所について，一族行者としての短い多忙な日程で，

技術調査のかたわら集めた{埴かばかりの資料に基いて，

何等かの結論を出そうという試み信，的外れや掻鐵にな

りがちと思うが，上記見學の各工場の丙，ムーア造購

所,．=,､ｩ封，′鎧州,=_岸鎖_ﾄー"_亥鐙鶴｜
我を夫煮三地域の代表に選んでこれら三踏蹄所につい

て，管理部門，經理内容，技術方面等達取りまぜ簡軍に

お話したいと思う。

米國の造船所が現庄戦時中の10分の1以下の船腹量建

終戦蕊，各造譜所よりすでに大勢の諸兄が渡米され，

幾度かその報告誌炊會も開催されており，叉私の行程も

多分諸兄と同じような進船所や，溶接工場を見てまわっ

た事になっておもと思うので，特に塗った話や，目新ら

しい話も少なく，叉諸兄と重複した話も出て來ると思う

が其黙は何分の御了承願いたい。地域的に米國の造船所

は（1）ウエストコースト（太平洋岸〕（2）グレート

レーク地域〔五大湖沼岸）（3）イーストコースト〔大

西洋岸）（4）ガルフ地域（メキシコ湾地域〕，に大別

出來ると思うが，そのうち私が見て参ったのは（1）（2）

（3）の地域である。現在の米國の諸般所を見て廻うて

も，かつて'40萬の努働者を使用し，年間1,300萬總屯の

商船を新造した當時の能率的な米國D鑑船業を窺い知る

事は出來なL,のであるが，然し何れにLても吾國勢伽者

の約10倍近い給料を支柳いつつ，筒かつ船便に於て，現

日程

昭和字6年4月8日羽田發

同4月9日サンフランシスコ譜

同7月5日サンフランシスコ發

同7月7日躯田着

見學エ場

A・造船所
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C.其他のエ場

インクF･ナショナルペイント會杜

アメリカン・マリンペイント愈就

ガムレン･ケミカル會祗

バアドアーカー會紅

ダアルベック電燕工場

アリス°チャルマース曾吐

ハニッフィン禽而上

メタライジング・オブ。アメリカ會吐
フォヴイックエヤフレックス禽祉

フォード自動車工場

アメリカン。ラヂエーター會吐

アメリカン・サニタリー曾杜

カナヂァン・ラヂウム･ウラニウム會祇

スペリー。ジャイロスコープ禽吐

ムーアー迭粥所

トッド遥鍜所〔アラメグ．）

ベツレヘム造船所〔サンフランシスコ）

マニトウォック遥緒研

アメリカン。シップビ・ルデイング禽杜

サン。シヅプビルデイング會祗

ニューヨーク。シシプビルデイング會趾

ベツレヘム造船所〈キイハイウエイ〕

同（スパ画ウスポイント〕

ニューポートニュース遥船所

1､ツド造招所〔ニューヨーク〕

B.熔接機叉は熔接棒舞告エ場

ノ､アニシフエーケル曾肚

オウトウエルド製法曾杜

リンコルン澪接儀會献
一一一一一一頁一－，一睡－－－－－

’
---｡一一

‐

588

1

ユ且一一 _＝一一＝‐一一一一一一一色÷一一三口.一二,亨一



－ Eニニーー－ 一一_－一一ー一一

造という吾國より更に悪條件下にあって，而も吾國努働

者の約10倍の賃金を支柳いつつ，吾國と餘り大差ない船

慣を維持しておる原因の總てを生産面における高葡葬に

歸因させるのは富を得ていない様に思う。勿論技術の面

における高能率も一因には違いないか，寧ろ主走る原因

は彼我の鍔働組合組織D差異並に管理部分の簡素，と云

う面に大きな原因かある様に恩わILZo

一般に船償の切り下げと云えば，直ちに直接工数の切

り下げを考えるが，施設と施工注が改善されざる限り，

そんなに下げられるものではない。船偵の相鴬大きな割

合を占むる間接工数，管理L門につU,ても同様切り~Fげ

が考えられるべきであって，往燕此等の占むる程度が直

接工数の70ないし80パーセント位にも昇る例があるにも

拘らず，案外顧み､られずにおるのは，人員整理を伴う合

浬化が顔る困難な吾闘の現状では己むを得ない事であろ

うが，米國の造船所では間接工數，管理郁門が極度に迄

簡素化され，少人数で運螢されており，この熱よりする

船便の節減が相當な額に昇ると思われる。

又直接工殴についても只単に溌定工数と切り下げて押

し付けるだけの無爲無策では工數は切り下げられぬ。寧

ろ工数の無駄は，仕事量と，仕事の流れと，職種の移動

から生ずる過不足工員の適時按配が随時行い得るか，ど

うか，に依って想像以上に節約出來る事を吾盈は知って

おるが，米國のような努働組合組織ではこの間の調節が

非常にうまく出來るよう-である。吾盈は已むを得ず過剰
な人員を以て一定量の仕事を行ったり，叉くま非能率を顧
みず一時職種の鱒換を行ってその場その場を糊塗したり

する事があるが,鑑船梁のようにエ事量が縄えず塗動し，

工員の絶對數の過不足と，職穂別による過不足を常に生

ずる事業については，この潜在鱸駄工歎はけだし莫大な

ものであろう｡

工事量に依って随時工員D増減と職種の入替が可能な

米國の努働組合組織は資に合理的と云い得るが，これに

よる彼我の智働工数に及ぼす影響ま想想以上のものと思
考される。さらに米國の勢勵者は高賃金，1週唱間，40

照間鍔勵という恵まれた條件下にあって〔1日8時間鋳

鋤で残業は殆んど實施され’ておらぬ〕従って疲勢の蓄髄

も少く，出勤率も良好で，此等の黙よりも幾莫かの能率

は上っていると見るべきであろう。智船についての具儲

的な他社の原f職成要素蚕料は門外不出でドIM:入手出来
ないのが普通であるか，米域に於ても同様で詳細な殴字

は入手出來なかったが，誌他の蚕料から能率生産の諸要

素と思われるものを要約すると下記の如きものと思われ
る｡『

〈1〕勢働組合組織が合理的なること

管理部門が簡素なること

作業管理が良好なること

材料入手の容易なること

殆んど縄ての民間法昭所は機關を製造しておらずァ

船鴎建造と綴關製造とは分裳になっておること

施設の良好なること

請負工事を餘り賞施しておらぬこと

餘刺造艦所の他壼業への韓業 将

（2）

C)

（4）

（5）

(6)

(7)

(8)

[I]ムーア造船所を例として勢働組合，管

理部門，並に修繕施菱について

い〕勢働組合

米國の造船所が四大地域に大別されると同様に，鋳勵
組合も四大地域に大別さｵLておる。

A.F.L･に園するもの

ウエストゴースト，並びにグレー1､レーキ，
C.1.Oに園すろもの

イーストゴースト，並びにガルブ剛域

毎年一回各地域毎に勢賓よりの代表が集って，ゾーン象
コンファレンスを開催し各地域におけるマスター，アグ
リーメン1,を作成しておる。従ってその地域に扇する造
船所侭その地域のマスター.，アグリーメントに準篠して

酋

努働者ﾉ雇入れ，解雇を行えばよいのである。
昨年6月型日締結された太平洋岸地域基本努働協約！
〔これは新造船と修識船と二珊に分れており，新造船と
修繕船とでは努働者の賃金が修繕船工事に従事する場合・
の方が平均1時間雷り20仙程度高い賃金表になっておる
だけで，他の條項は殆んど同様である｡〕を見ると雇僻，
解雇，鍔働條件，休暇,衛生，苦情虚理等に開し詳細に
規定しなお職種別に詳細な賃金が定められておる｡努資
共本協約によって行動しておれば何等トラブルは生じな
いのであるo

吾國と非総に鍵っておる鮎は，

（1）雇偏，解雇

曾献は齪約に難き必要職種を，必唾人數，必露期間，
勢働組合を通.じ協約腱陛の賃金を以て随時雇入れを行う
事が出来かつ叉必要期間が絡了した鴎ま何時でも藤II二め
することか出來る。吾國の如く各繼船所が夫々工員を保
有しかつ濁目の努働組合を持っておらぬ。従って會祗首
脳部が組合幹部と經協や，閣磯交渉を持つ事はない。
（2）作業時間

1凋ﾗ日〔土曜，日曜は休日〕

1日8時間勢勵，1週40時間，賃金支柳日は毎週金曜日，
午前8時一正午，午後1時一午後5時〔食休1時間は無給〕
三交替24時間作業の場合

！

｜
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になった様である。

（5）ストライキ，と立入禁止の駿止に關する規程（第

20章謬文〕

「雇儒者｣側においては，如何なる立入禁止による工場

閉鎖も行わず，又｢被雇備者｣側においては如何なる作業

の停止をも行わないものとする。本協約は蹴約有効期間

中，ストライキ叉は工場閉蹟の何れも行われず，かつそ

の定款下に起る總ゆる不平，苦情，もしくは紛零は第21

章「苦情と不平」及び，鏡22章「抗義の調停」の各章に

規定せる苦情虚埋機稚に依って解決さるべき事を保澄す

るものである。

以上のように勢働嚇勺に規程されておる。従って勢資

共に本筋約を忠賓に賞行しておる限り平穏無事でトラブ

ルは起きない。上記の苦情，不平は個人的の苦情,不満

が主たるものであろう。時候の塗り目毎に，なんとか資

金という要求で悩まされておる吾國の會吐幹部には羨ま

しい限りである。

（6）賃金

時間給は職種に依って匡尭であるか，新造船において

は，最低は人夫の1.45弗，最高は塗装工〔スプレー塗装

の場合)1.99弗である。修繕船工事で桧，一般に新法譜

工事より時間堂b20仙位高いようである。
(b)管理部門について

ムーア遥船所はムーア家一族の經螢する曾斌であるか

ら営赴の組織を以て，直ちに全般を推考するわけにはい
かぬが，組織は簡単である。

會長一一吐長

〔］＞生産機敏並に鐡骨構造部門〔副赴長が擢當〕

営部には設計見積，生壼の各部が含まれ，尚
工場安全掛も含まれておる。

〈2）新造船及び修繕部門（技師長膳當〕

営部には造船造機の設計，工作，現場の全生産

部門が包含され，かつ工場保全，動力掛等も含
まれておる。

（3）經理部門

原債計算，會計，賃金掛，タイムキーパー等カミ
．含まれておる｡

（4）總務部門

醤業，見積，庶務，人事，保安，購買，倉庫，
等が含まれておる。

職員數と，工員数の割合は

間接費支辨直接費支燐

工員29人1363人

職員72人30人

今．計息01人13.8人口

、1班，8痔間牛，〈賞鋤8時間，食休30分:ま無給，賃金
定率8時間分）

2班，8時間，（寶働7時間半，食休30分は無給，賃金定
率8時間分，割端1r%)

3斑，7時間学3f實勵7時間，食休EO分は無給，賃金
定率8痔間分，割曾15％）．

（3）残業並びに休日出勤

・定額港間給の2倍

<4〕生産の非制限（第10章謹丈〕

請負工事，特別賞與工事，出來高挑工事，もしくは當
てがい仕事は質施せざるものとし，珂可れの勢働組合に
依っても生産の制限，もしくは短緬或L､は一方的制限
は行わないものとする。

l[註鐸〕
請負工事を實施しないと云う事は吾盈の常識がらする
と不可解な事であり，叉何んの必要があって，何れの側
<勢か，萱か〕が主張して挿入した條項であるか到鐵に
苦む黙である。然しこの條項は會祗側が主張して挿入し
た條項の様~Fあを◎然らば米國では請負作業をやってお

司

司

‘らぬのか，と云うとかつては大L’にやっていたのである
が，終戦後最近に至り仕事量の減少に伴う工費節減と生
壼能率の上昇の切賓な要求とから從來資施して來た請負
作業なるものが，果して生産聡渥に役立ったかどうか,
を自己反省した結果，作捲丙容が複雑で’同一作業の繰
返し仕事の少い造船業においてはシ請負作業を行うと云
う事それ自艦が非艤に無理な事で，結局支沸給料増加以
外の何物でも無い，と云う事に氣が付いたらしいのであ
る。勿論造船業でも，孔明け作業や,溶接作業の如く車
値請負可能の聯種もあるが’然し此等の作業は何れも餘
り熟練度を要しなL･単純作業であって，此等の仇譲を請
食工事にすｵ1ぱ，より高度の熟練度を要し請負作業に附
し難き他の職種，例えば現岡’展開，等盈の職種より
・も，高收入を得る結果となり,職種による賃金不均衡
一を來す，と云うのであるoなお叉，溶接作業の如きも，
一見軍純作業の槻こ見えるけれど，良好な溶接結果を
得，かつ製品全膣の生産菱を節減しようとすれば,他の
‘鶴係職種と良く協同動作し，一定の作業順序で賞施しな
‘ければならなくなるので,溶接作堆と雛も特別の場合以
『外は軍髄諸負は不適富だと云うのである｡勿論勢働組合
としては，請負作業の騒止は收入減を招來するので，従
‘來通り全職種にわたり請負を震施して高收入を得る事を
：望んでおるのは，懲然であるが,資本家側の漸固たる決
意によって努働組合も請負作業の陵止を認め，かつその
；裏付iナとして，請負作業を質施しなくても，生産量遼制
懇し､たり，短縮したりしなし､と云う條項を挿入すること
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唖

間接費支辨の職員，間接工の人駿は直接工14人に對し

1人の割合である。

職種別による職員數

間接費直接賛

コンブ1､ローラー13人

タイムキーパー2人3人

見積2人、

人率2人

桑港出張所3人

總務19人2人

殼計6人8人

修繕掛8人

鐡樵掛8人9人

保安3人

監督3人

合計72人30人

以上の如く組織は至極簡素で然も少人敷で虚理してお

るようである。例えば保安掛は僅か3人で一直1人であ

り，叉，人事掛は僅か2人で，雇踊，解雇の手綬奏行っ

ておる。これは事務手綴が簡素･上されておる事と，電氣

計算機等を極度に利用しておる爲である。、

職員は鍔働組合に加入してぃな､､。

工員の階級には，「フオアーマン」と「リーダーマン」

の二階級がある。フオアーマンは各職場に1人ずつ合計

’5人おり，リーダーマンは'0人乃至'5人に1人の割でお
り約90人のリーダー､マンがいる。何れも鍔組に加入して
おり日給制であるが會牡よりは本術待遇を受けておる。

フオアーマンは職場の長であり従って間接蜜を以て虚理

されておる。

工員の雇踊，雇止めの順請等はフォアーマンガ行って

おり吾國の現場技師に相嵩する階級のようである。

(c)施．設

太平洋岸の造没所は賃金，並びに鋼材慣額が大西洋岸

よりも若干高い事と，全面的に新造船建造量の不足とか

ら，現在は主として修理工事を専門に行っておるようで

ある。営造船所に於ても8基め船台は現在使用されてお

らず,、4韮の「フローティングドック」による修理作業

と若干の陸上工事が主鎧の様である。

米國の「ブローテイングドック」には木製のものが非

常に多いが，木製のものでも’蕊数千屯の浮揚力があり

二三-l-年以上の使用に耐える様である｡一般に｢フローテ

ィングドック」の幅ば非祷に廣<船魑浮揚時に船麗の南

側を車輪付組立足場やサンドプラスト，叉は噴霧塗装用

‘のトラックカ噌由に通り得る様になっておる。工場内陸

上運搬Iこリブ1､トラックを使用しておる隙係上工場丙に
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はし－ルが頚設してあるが少ぃ。自動溶簑機はリンデ製

のものが一般に使用されているようであるが，富工場

においてもリンデ密使用しておるb手動溶接機にはD.C.

使用の工場も案外多いよ｡うである。A.C.溶接機は吾國

で從來使用されて來た「ムービングパート」がある型式

のものと異り，「ムービングパート」なく「アークプス

ター」を装備し電流を「ステップレス」に調節出來る型

式のものが一般に使用されておるようである。従って電

弧發主容易にしてかつ「スタートウェルド」のべネトレ

ーションか良好だから勵額涛接，假溶接等には特に効果

的であり，なお電流がステップレスに遠隔調節が出來る

ので溶接工は非営に便利なようである。酸素，アセチレ
ンは睡搾室氣と同様各工場並びに船台に配管されてお

るoサンドプラスト，噴霧塗装，ローラー塗装が廣範園

に使用されておる事は周知の如くであるが，プラスチッ
クペント（ホットプラスチック，とコールドプラスチッ
クとあり）も防錆，防汚用として商船にも使用されつつ

ある◎震.丘吾國でも使用され始めた「パイプベンダー」
は既に二三十年以前より各造船所で使用されていたもの
の如くで何虚とも3台乃至4台のパイプペンダーを装備し
て託るようである。最近薄鈑切圖用とLて使用され始め
た薄鈑切断鋸儀は非常に能率良く少盈の曲線も手際良く
切勤出來るので評判がよいようである。なお薄鈑の「ハ
ゼ接ぎ｣.州の「ロックフォーミングニマシン」は非常に便
利である。

小道具類で多少鍵つたものでば，
ポータブル鋸機

ポータブル，サンダー（木甲板砂ズリ用〕

ポータブル，チューブクリーナー，

〈フレキシブルで曲管の奥の掃除に使用〕、

ポータブル，パイプエキスパンダ～

ポータプンレ，コンデンサーチューブカックー

ポータプル，シャリングマシン

ポータブル，ポンチングマシン

インパクトレンチ〈吾國でも從來しばしば試みられた

が，どういう課か成功しなかったように思うガ，米國で
は随分使用されておるo>

〔亜〕マニトウォック造船所

五大湖畔の造船所の一つで現在23,000D.W.T.』の鍍

石迩搬船の新造，修理を行っておるが，溶接構造物の組

立場所については特別の考慮を排っておるようである。

熔接工場は大物組立場と，小牧組立場_に分れておるが

｢サブアッセンブル｣は全部屋内の溶接工場で行われてお

る。大物の組立溶接工場は二分されておって片側では組

一 －－

一
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トレーサー」型，「オプチカルトーレサー」型，「ローラ

ートレーサー」型「マグネチックトレーサー」型，

｢エレクトリックアイ｣型，等が使用されており，「マグ

ネチック」型「ローラートレーサー」型，「エレクト

リックアイ」型が全自動式である事は周知の通りであ

る。何れにして“上等の大型瓦斯切籔機は各篭船所共全

面的に装備しておる澤ではなく，一造船所で1台乃至

2台程度装備当ておる程度である。なお叉，．｢オキシア

ークカッティング」や「パウダ戸ガスカッティング」法

による「スタックカッティング」（数枚の鈑を重ねて同

時に瓦斯切籔）「フレームクリーニング」並びに「うじ‐

一ムデハイドレー1､」等ば夫玲「リンデ」「エァルコ」

等に於て試みられておるが，随く篭胎所では未だ採用さ

れておらぬo

常所では展開型の材料として薄い「プライウッド」を

使用しておる。他に「ファイバーシート」を使用してお

る識間所もある。更に進んで｢オイルファイバーシート」

を使用し展開型取りの手数を省いておる造船所もある。

<オイルフアイバ～シートは半透明だから展開線圃を上

から富しとることが出來る｡〕

一般に造船所の船台起重機設備は「ガントリークレー

ン」叉は「クワークレーン」等で吾國と塗りないが，雷

造船所では戦車式の無軌道車の上にクレーンを装備した
「トラッククレ戸ン｣を使用しておる。「レール」無しで

移動が自由な事と，建造中の船舶の内底板上にもこの
｢クレーン｣を搭載して使用出來るので非輔に恢味りな禄で

ある。欝篭稀所並びに「アメリカンシッフ°ビルディング

霞牡」等では何れも「サイドランチング」が行われてお

る。

立をやり，他の側ではその本溶接を行うように計書され

ておる。組立を行う方の側は「クレーン」の使用度が多

いから特に小型の門型起重機を設備c立派な溶接定盤を

装備しておって治具を利用して隔壁，内底板等の「スヂ
ブナー」や「フロアー」の取付を行っておる。組立完成

せる「ブロック」は天井クレーンG他の側の本溶接定盤

<ベタ定盤)に移され溶接が完成されておる。Iガーダー」

や機械台等は小物組立の溶接工場で治具を利用して組立

作業が行われ，數台のポジショナFを利用して能率的な
溶接が行われておる。

~

又小物の熔髪工は夫苓ユ人に1基宛設備してある小型

のウォールクレーンを利用し，溶接部材を適當な熔接位

置に吊って能率約な溶接を行，ておる。富工場において

も自動溶接磯ば「ソンデ｣を使用しておる。「オープンァ

ーク」自動溶接機としては『ラゴ｣熔接機會牡｢オートウ

ェルド」會牡等において夫亀濁自の被覆購接棒と共に熔

接「ヘッド」が製造されておるが，その溶譲成績は現在

の段塔では「スパツター」多く「サプマーヂ」には及ば

ぬようであり，米國の造船所でも未だ凌ぐ使用されてお

らぬようである。叉「サブマーヂド」の自動溶接機とし

てば『ブラックス」の「レカバリーユニッド」を溶接機

と一鰐にし「フラックス」を循環式にしたものが造られ
ておるが，便利な様である。なお叉「サブマーヂ」用の

「マニュアルガン｣も作成されてお･るが，1回の,｢フラッ

クス」で芯諜5/""～3/32で約10ﾘﾐ位溶接出来るようであ
遙・「サルファーバンデッドスチール」の「サプマーヂ
ド」自動溌接の問エについては「リンデ」で研究中のよ

うだか，現在の虚では，

（1）開先を大きくとること

（2〕溶接速度を出來ろだけ遅くすること

〈3〕出來るだけ溶接電嘩を低くすること

(4)No.43の棒,I,Yo.50のフラツクスを使珊する

こと

以上の様な注意のようである。

「イナートカス｣溶接としては「エアルコ」の「エァコ
マチック」並びに「リンデ_Iの「シグマ」等が質用化さ

れておるようである。

「セリーズアークウェルデング｣は「リンデ」等におい

て試みられておる力ら鎧船所では未だ一般に採用されて

おら蝿。

瓦斯切騒磯として営所では大型の「オプチカル1､レー

サー」を装術した半自動瓦斯切断機を殼備しておる。大

型瓦斯切勘機としては一般に「リンデ」「エアルコ」等
の「オキシグラフ」叉は'~トラボグラブ」が使用されて

おるが自動〔叉は半自動〕切勘装匿としては，「ライン

'！

’
１
１
ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｆ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ 『

｜
｜
’

[111]ニューポートニュース造船所について

現在從業員數は約7,400人である。設備の黙では米國

民間造船所の一流どころである5．

〔設備］

大型ビルディングドック2韮

ガン'､ワー船台2基

クワークレーン船台4基

乾鵬渠3基

繋船岸壁9本

門型起重機を装備した屋外の涛接組立場がビルディ．

ングドツク並びに船台の南側に約十歎ケ所設けられ
ており面髄，起重機設術の鮎では酢I分望:無い配置で

ある。なおこの外に屋内の溶接工場もある。

現症5'’500總屯の豪華客船｢ユーナイテッドステーツ」

其他をどルディングドックで建造中であるが新遥，修理
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の施設がよく均衡とれた法船所と云いうる。

當吐の組織ま民間法淵jiとして代表的なものと思われ
るので概蕊を下記に掲載する。

この表でも分る様に組織鄙非常に穰素で，吾國の大造
船所のように矢鱈に澤山の部がない。
祗長の配下に僅か4人の幹部G運管しておる。なお営

所でも「ムーアー」造船所と同様に｢コンプト官～ラー」
制を蜜施しておる事が注目される。
<a)組織

（1）經理〔コンプトローラー）

｜鰹繍趾長

（4）管業及び設計部門

（3）及び（4）は下記の掛に分ﾙLておる。生産部門に

厨す』る掛〔雷部内の長は「ジェネラルマネジャー｣）

1．工場保全掛

2．賛材掛．

3．溌械工場

4．機械組立蟻装掛

5．船魑艤装工場

6.船殻工場

7．生産計謹掛

8．勢務掛

誉業及び設計部門に闘する掛

（當部門の長は副肚長〕

1．迭船設計

2．遥機設計

3．見積掛

4．誉業掛。

5．技術研究掛

6．修繕掛

な準電氣儀装ば船磯織装掛に包含され，域査工は設計
に，タイムキーパーは經理に包含されておる。叉造船銅
工，甲板機械等は機滅組立艤装掛に包含されておる。
(b)生産管理方式

常造船所は黄本金は約3,600醐弗(邦駕約129億萬圓)従
業員約7,“0人，年間生産約員,200蔑弗（邦貨約187瞳萬
回〕でこれを吾醐造鵬所と比較すると同程度の従業員を
有する吾國造鵬野の約2倍当I量乃至3倍位の生産高である。
営所では生産部門の全生産に對し生産管理掛にｵGいて一
元的に生産管理を行っておるがずその方法を略述すると

次のようなやり方である。t
1．契約が決定すると一般朧装岡並びにその他の基本

岡に韮いて建造計霧を樹てる。

2.建造計謹に基いて船鎧を幾つかの鯉りのよい匝分
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申

に分割する。路の大小にもよるが，普通30乃至40位の
匡分に分割ず雇様である。

3．分割された各瞳分に船の建造順序に基き一貫番號
を順次〔'〕より(30)叉は(40)まで記入し，それ
を夫埼の随分の番號とする。

4．引渡時日をおさえて起工，進水の時期を定める。
5．起工，進水，竣工期日をおさえて主要工事溌走表
を作成する。この主要工事豫定表は吾建が常時作成し
ておるものと全く同様である。

現職展開67

起工72

底部外阪蕊場搭載75

主燭積込96

進水100

引渡109

以上の豫定表は各・工事の奮施時期を勘案して立案され
､

た工程であるか，吾盈のやり方と運5のは時期の表示

方法が少盈鍵っておることである。何れの船におL,て

も進水時期を雑準としこれを’09としておる。そして

例えば主機積込時期96,と云うのは進軸4週間前を

示しておるのである｡（1は一週間を示す）従って起

工72,弓渡109,は夫鳧起工は進水前28週間前，引渡

は進水後9".lであることを示しておる。進水時期

1COとあるのは契砧後百週目が進水と云うような意味

は全然なく，ただ総ゆる船の日程において進水をユ00

とおさえて進水時期を基準に工程を前僕こ分割するの

に都合がよいからやったまでのことである。これ等の

數字例えば起工7，主機積込96,等の數字ば「ゴント
ロ戸ルナンパー」と呼ばれて生壼管理上は重要な数字

に取扱われておる。

6．上記の主要工事襟定表で基き船禮，艤装工事の議

定表を作成す-る。これも吾荏が日常作成するものと同
様である。この表では工事名孵の代りに3頚で分割し
た（30〕乃至（40）迄の各腫分に對し，夫盈出岡議
定，材料豫若，現岡展]F識走，加工豫定，…船墨搭載
豫定，、,溶接諜定，…水雌懲定，・・塗装諜定，…パイ
プ取付織定，…家具，調度品取付溌定，･･･全工事完戎
等の詳細日程壷上記の「コント画一ルナンバー」方式
の歎字を用L,て記入されるのである。
7．「コン1､ロールカード」作成

上記のEI程表が出來たらそれに基いて「コントロール

カード」を作成する｡｢コント画一ルカード」は各厘分

毎に各業匝別,叉は各･暇種別に作成され,一枚毎に夫だ

の塵分と，それを完成する期日即ちコントローールナン

バーが記入されて夫々の業種叉は職種の捲當貨任者に

寺

’

｡
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28,4ﾜ4
流動資産合計

流動負債

買掛金

未榊努務費

未挑税金

前受金

流動負漬合計

流動資金

固定資産原攪

減侭偵却

固定費産簿侭

資産合計

費本金

配付される。例えば五番の睡分の工事に對し材料準備
の時期,出睡の時期，現圖展開の時期等が夫赴コン.ト
ロ戸ルヵードに厘分番瀧とコントロールナンバーと記

入されて材料掛，設計掛’現岡掛へ証付されるのであ
るO夫鳧擴當の仕事が緒了したらコントロールカード
に絡了日を記入，サインして生産管理掛へ返却してお
る｡從って生産管理掛は仕事の進捗状態，遅延の模溌
を知り得て遼當に工程管理を行うことが出來るのであ
る。なお叉取付等の職趣ごおいて工事完了に際し取付
のブォァーマンのサインの他に鋲打，溶接のフォァー
マンの裏書サインを必要としておるのは吾盈の鯉鹸か
らじても頷けることである。

叉水匪試験等においては工事完了の際水匪試験掛の
フガ･アーマンのサインの他にAB.叉は宮イド橦査官
の裏書サインを記入するようになって紫ることも面白
いと思弓。

以上生産管理方法の概要であるがこれと嬢似のことは
吾舜も幾寛も試ふて經感ずみであるがかような方法が好
結果を得るかどうかは關係者が計霊的な生産方式に眞に
興味を有L,それを資行する熱意があるかどうかによる
ことは勿論であるが，荷その他に生産計譲が材料購入か
ら工率完了までの全工程を總合的に指示う~るものである
ことと，生壼管理樹か生産管理の唯一の織關であると云
うことが必要である。我國の多くの造船所のように各部
餐課に夫盈大なり小なりの計窪掛がし､てこ重三重に計謹
をたてるようなやり方と上記の方法とは根本的な相違の
あることがわかると思う。

熔接工事については現場の落接技師が組立方針を立案
し設計に移牒しておるやり方等は我國の大部分の造船所
と同隙であ器。

次に米國の代表造船所として當牡の經管内容を若干覗
いて見よう。儀杜ば船瞭の新遥修理の他1こタービンの製
鑑を行っておZが總工歌量は最近漸減の傾向にある。殊
逗我國以上に不況の米鯉造船界を展望するとき當吐にも
經誉の困難を豫想されるのであるか，以下機業資績を瞥
見しみると想像に反し，堅資な經醤内容であることに驚
かされる。

<c:)經営内容
賓産歌態(19EO¥12月〕

洗遡餐産（百蔑弗〕
現金，預金8,531
露卦金5,091
仕掛品10,934
材料3,338
前佛費用510

１
６
８
９
４
０
９
６
３
３

１
１
６
６
６
４
９
２
７
１

６
０
０
３
０
３
５
５
０
４

１
７
，
す
Ｊ
３
●
９
ソ
伊

２
２
２
１
８
０
１
５
６
６

２
３
１
１
３

挑込資本金及び積立金3f,06)
繰越利益金344
總責本金36,4'3

螢業報告

〔1949年度並びに1950年度〕
〔百萬弗〕

1950年1949年

年間費上高52．277．6
製造原債48．169石
所得税1．33．7

利益2．84．4
損失補償金・5
清算分配金3．7

2．3
純 利益8．’

2．0
株主郵當3．2g

繰越利益金・34．9
（株主配當は1950年度は一株當り2.50弗である｡〕

～

ｑ

一般の收入と支出

收入

新造船

修繕船

水睡タービン，其他

收入合計

亥出

製造鼠償

税金

株主齪當

繰越利益金

支出合計
〔過去五ヶ年における生産額】

仙

62．3

18．7

19．0

100

92.0

2．5

3．8

］､6

100

｜
』

壺磐

』磨
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〔軍位百禽弗）

1946ﾕ9．17194819491950

水璽タービン及び其他5．58．513.79.2e.9

修繕船及び改造諾1.325.645.815.89.9

新造船37．817．122．352．632．5

合計59.661.281．877.652.2

〔過去五ケ年間の純利益〕

（単位百寓弗〕

‐19461947194819491950

5．45．27．88．12．3

（過去五ケ年間の従業員の移動〕

19461947194819j91950

ｺ],020人11,403人11,9309>568人7,284人

（過去五ケ年間の流動資産の推移）

（単位百萬弗）

19461947194819491950

17.518.417.82D.020.3

（過去五ケ年間における固定資産の推移

〔箪位百蔑弗）

19461947194819491950

8．29．813．3ユ6.1ユ6.1

以上の数字から吾々 侭色受のこどを知り得ると恩5承
それは各人の判籔にまかせよう。

なお富工場では浴接部の橡査方法として「ラジゥ塁I
による棟査法をyX線塗査と併用しておる。X線瞼査用
には"_10KVAと250KVAのものを使用しておるが，
X線1塗と「ラジウム」2蕊とを1蕊の「ジ戸プjに搭
載して移動式の嶮査を行ってお．る。「フィルム｣の感光度
並びに「インテンシフアイイングスクリーン」が非常に

優秀なので小型の装置で厚鈑の透嶌が出來ることは羨ま
しい限りである。

以_上誠に雑燃たる見聞を僅か三ケ所の造船所に就いて

お話したに止つたが，既に與えられた時間も經過したの

で，これで維りたいと思う。

絵りに一言，今回の短い旅行で痛感したことは，今後

釜盈欧米の進歩した技術を我國に導入し一日も早く我國

の技術水準を世界水準へ持ち上げること力緊急不可鉄な

ことであるが，同時に，技術の導入のみに専念し睡際人

としての教養の面の導入を忘却した過去の過ちを再ひ操

返さざるべきことを深く痛感したことを附言したい。

qや

町

元
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天 然趾。新刊

名古屋造船株式會砒社長小野'陽三者

舶用聯動汽機

A5判上製17喧償250圓("25圓）

内容

序訟

船の計霊に常って推迩嬢關と推進器の回鱒數

との藤係

舶用蒸氣機凋の燃料經濟

聯斌汽儀を櫛成する往復動汽機とタービン

Paronsの聯動汽擬

BauelFWach排汽タービン式聯動汽機

Brown-Boveri式及び他の直結聯動方式

1中間軸振れの鍵化

間接的聯動排汽夕戸ピンの諸型式

高回鱒の往復動汽機と低嘩タービンとの聯動

わが國職後の新造船と聯動汽機

或る貨物船の設計
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第e回國際船型研究所長會議議題について

---3-

たはさらに一般的な科學的副究などの目的は名特定の場

合においてそれぞれ異った販扱を必要とするo従ってこ

れらはこの解説の取扱瀧腿外とう~る。

11.船鵠推進器および附属物の記述

3．抵抗および推進森料を提示rる場合に，形状もし

くは物懸の記述，特に，抵抗および推進状態に最も影狸

を及ぼす細目の記述が必要である。

′､－グおよびパリの會議において，船の細目に對する

無次元表現について特に穂討された。船遥詣よび推進器

の表現に對し，この形式の標.催方法力亀深澤された。これ

については附録を参照されたL,。特に，抵抗および推進

の見地から，形欣を定義する場合にｵﾛける無次元表現の

主要な利益につ,.､てはよく知られているので，ここに改

めて述べる必要はない。

現在，曾員が一般に使用している標準表現法は，船瞳

細目を有次元および無次元値によって表示し，また普通

の形式の蹴面によって間示している。これらの表現.‘詮

詳細に説明する餘地もなく，またそのL,ずれの間にも本

質的の相異は存在しないから，その説明を籍略する。こ

れらは一般にパリ決議に共通している。

4．しかしながら，現在使用されている表玩注はパリ

におL,て探羅されﾅﾆ一般規則より著しく護達し，また詳
しくなっており，さらに,ノくりにおいて探爆された無〆ブ直
正面線岡の代りに形状そのままの正面線圃を採用するな
どのように，いくらか相違している鮎もあるから，この
機雷にパリ規則を改訂-ﾘーること鴫考えられる。このよう
な改訂に對し，つぎのI｡題とすべき諸謡を曾員に提示す
るo・

<4a)パリ決議の修正。使用すべき長さの問題につい

て，パリ決議か必ずしも守られておらず，普遍的方
法でな､,から，郷棟討を要する。

(4b)パリ決議を擴張し，ボッシングなどのような，

抵抗および推進現象に著しい影響を及ぼす部分の細

目を系紙的に記述す-る新しい規則を制定するの便。

(4c)質船の尺度もしくは標準寸法に對する有次元表

現を無次元表現に追加するの便。ATTCおよび

BSRA(3<400限に對する有次元値を系統的に與

えている。奮船につv､てのよりよい観念を與える．こ

議題7抵抗および推進資料の表現法

(M.L.AcevEdoによる解読）

Ⅱ、緒 言

1.この問題はずでに'､－グおよびパリにおける域際

船哩研究所長會議において討議され，主として水槽間に

おける協力の見地から，種鳧の項aについての決議が探

鐸された。ベルリン拳よび戸ンドン脅議ばこの問題をと

りあげなかった。パリ會議後，イギリスのBSRAおよ

びアメリカのATTC(Sg,こ問題を討議して，いくつ

かの重要な黙について愼軍な考察を行い，一致黙を見出

すに､､たり，それ以來爾國において一般に守られて来た。

しかしながら，これらの穰饒によって得られた決議は國

際卿9性格をもってL,ないから，この→説の附録に蕊録さ

オLていぁパリにおける決定規則ば褒在までにおいて最も

新し､,國際決議である｡この決議は，パリ會議以來曾員

,によって，程度の多少はあろうが，使用されているの

で，各會員の熟知するところである。ワシントンにおけ

遥鮎6回閏際蕊議はこの國際的改訂に對する絶好の護會

である。この改訂は前述のBSRAおよびATTCの寄

與とともに，禽員がパリ會談の決議を使朋してし､る間に

得た經験に基ずくものとなるであろう。この問題の興味

深$，黙に鯛れている最近の論文は，今年Inst.itulionof

亜a,ralArchitectSの春季誰演禽においてSirAmos

Ayre窯か發表したものである。

2．曾員にさきに逢った草案において記述されてある

ように，模型試駿が資料の供諦源である場合には，この

問題の完全な展開はつぎのものを含まなければならな

’.、o

(2a)模型およびその試験状態の記述

(2b)測定抵抗値および測定推進値の表現

（2で）最絡目的のために計算されたものの表現

(2d)術語もしくは記践の表

これらのうち,(2c)についての解説を限定するため

に，本報告は質船に直接關正づけられている普通の水楠

目的だけを取迷う。船の設計に直接には隙係かなく’ま

*SirAmoSL・Ayre,GISomeObservaticn3Con-

cerningResistanceandPropuls℃n,''1．N.A.,
March,1951｡
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とかできる，形欣を含めての主な特徴をこれらの有

次元賛料に入れるの便。

<4d)最後に，物理的猟'識の發達，もしくは抵抗およ

び推進問題に對する新しい發展の結果として，新し

い船鴎細日を導入するとか，あるいは從來の表現お

よび定義を修正するとかの便。

I匝．模型が試識された献態の記述

5．この表題のもとで，模型，流艤水槽および装置

に關する試験状態ならびに試騒賓施方法を詳細に記述し

なければならない。

すべての水榴は多少とも試醗状態に共通な雑があり，

従って關係賓料を集録するのにほぼ同じ用紙を使用して

いる。こオ'､らの方式ば適當なものであるから，この難に

ついてばこｵL以上討議する必要はない。

6．しかしながら，試騨目膣は，望ましいような統一

'状態において必ずしも行われていない。例えば，系統的

抵抗試溌は舵を暇附けたり，取附けなかったりして行わ

れている。從って，たとえ試騒方法，計算および表現が

同一であっても，比較に具合がわるい。試験状態を統一

すると，模型結果の比較が非常に間箪になる。人工的乱

れをつくる手段を統一し，あるL‘は少くとも，乱れを確

保するとv､うことか，最も重要な問題の一つである。

IV.模型抵抗の原資料の表現

7．模型抵抗測定値は,永久使用に對する陳資料とし
て，その後における種肴の賛嘱表現に對する基礎として，
.また，もしくは最初の比較に使)1]されるために必要であ
る。これらの見地および曾員からの申出に従えば，模型
抵抗値は，つぎの形の一つ，あるいはいくつかによって

普通表現されている。

(7a)原単位て表わされた速度に對する蕊抵抗の直接

測定値，すなわち絶對値として。この場合は測定値

の謹みだけが必要である。これは，しばしばレイノ

ルヅ壁などのような他の試溌喪料をも加えて完全な

ものにされている。

<7b)爽牽において討灘する，試験した模型の長さお
よび氷温を襖I1jして決められたF,""･に對する

Ctl◎､のような無次元系iこ換蕊する。この場合
鋤箪な数値計其だけで間に合う。
<7c)上と同じであるが，致値鐘標準模型長さおよび
水醜に對して示される。この場合嘩擦計弊が狸要と
なってくみ。

8.(7a>および(7b)の例としては,ATTCおよび

SccietyofNavalArchitectsandMarinelrn.gineers
によって探II)された表現で，模型抵抗計算紙を使刑し

て，試識された長さおよび源度について求められる⑥

作妾，測定黙に對L,V,V/.,/r'Rb,Ctおよび

VL印の値。

置鮎,V/1/万およびVグゾ江に對するCto測定鮎

が圖において印される。

(7c)の例としては,BSRAが探操し式表現で,r

沢の標準摸型長さおよび55．の水温について，⑧

に對し◎を置黙する。摩擦修正にフルードに従
＞

う○

9．，くり曾謹におL,て模型抵抗値を(7b)のような形

で表現することに一致し（附録参照のこと>，訊溌長さ

および水温に對し

置職,vA/頭蓋よびv/,/菰に對しc瞳=R"'¥s
おkび唾‘〃￥･§

竺

作表,v/,/証の同簡隔値に對し,Sを使用する對
應Ct"およびVL/〃

測定熱は置鮎においても，表示においても印されな

いo

10．改訂の場合に考案されなければならない上記表現

の利益および不利徳を總括すると，つぎのようである。

疑いもなく,(7a)は模型結.果のいかなる虚理もしく

は再橡討に對’ても最も確實な参考賛斜である。〈7b)も
試験寳料の確富な表現とみなう-ことかできるが,(7c)
はそうでなく，疑問の餘地のある假定および艤簾計算を
含んでいるo

(7b)および(7c)から出發する場合の蜜舳寸法への

擴1,は，もし同一の無次元系が模型および擶大資料のい
ずれに對しても使用されるならば,(7a)から出發する
場合より容易である。このような擴大を容易にするため
に，系統的に鐸化する長さに鋤蔭する嘩際修正を1劃もし
くは表の形式のいずれかで普通與えている。
(7b)および(7．はいずれも識怖的比較に對し(7a>

より萢當である。(7c)を使用して，一定模幽長さおよ

び水腿における比i綾を行うことができ遥。
．牝鮫の場合に，使用されるぺき無次元系ば重要な問題
であそ。次章において述べる考察ば一般にこれにもあて
はまるから，ここでは壱略して次章に識る。
’1．模型値の表現を討議する場合，問題となる誌眺は
つぎの通りである。

<11a)(7a),(7b)もしくは(7c)の表現のうち，

､,ずれを採用･ﾂー べきか。恐く2以上のものを承認す

べきであろう。

(11b)(7b)および(7c)の場合に，どちらの抵抗

速度系が採用されるべきであるか。パリにおいて採

撰された表現は(7b)の形式のものであるから，そ

厄

'1

I

I
Ｉ
Ｉ

’

１
川
門
Ⅱ
叩
１
Ⅲ
１
１
１
１
１
＃
Ⅱ
Ｍ
１
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の改訂がここに含まれることになる。次章における
考察はこの問題についての討議に参考になる。
<11c)(7C)の場合にどんな標準寸注および水温を
採用すべきか。

(11d>表もしくは園による表現のいずれか，または
雨着を採用すべきか。

<11e>レイノルヅ薮のような利用上に便利な柿足的
試験査料c

V.鑑圭その他用の擴大抵抗資料の表現

狸．絶對抵抗結果については，討議すべきなにものも
なし､と考えられる。日常の方法においては，笈飴のノッ
トに對する全ebpが普遍5_oFrl5oCの標準温度に
塞げる海水に對し置鶏される。摩擦および剰餘の分馬
力，多くの場合，前看だけが示される。對應抵抗もしぽ
Lぼ揚げられ，ときには1､リムの鍵化も示される。測定
摸型籍および整齊された模型抵抗曲線が照合用として震
船の結裏圃に霊かれることも稀ではない。この翰合には
模型速度基線が加えられるo11オヴよびIII章において
註這されたように，模型および試験状態についての簡単
な圏載j同一圖中に普通誕えられ，また摩擦を計算する
i二銅した方注が明かにされる｡もし餘裕修正を施した
なう砥方蕊および量のいずれにつL､でも明瞭に説明さ
れ"旨ければならない。
13．性能値につし､ては，前述のものとともに，次章に
韮いて討議される抵抗パラメーターの一つを掲げること
尤稀ではない。こｵLは，絶掛値のほかに，その船瞭の性
痙につぃてなにかの渕誰を得ることが船主にとって興沫
あることであるから，極めて有益である。
従って，もしこれらのパラメーターのどれかが試騒依
鋲者に提出する岡面もしくは表中に系統的に含まれるな
r，ぱ，どれが最も通常であるかを決めるための討議が必
要となってくる。このようなわけで，パラメーターが船
の長さ，もしくは標準の長の',､ずれに對しても與えられ
る力，こオ“餘浴を含まなけｵLぱならないかどうか，ま
た含むとするならば，どれだけの餘浴を見込むかを決め
なければならないO

VI.比較の目的に對する擴大抵抗値の表現

14．比較の目的心ために，表現パラメータ『-を使わな
ければならない。捻大抵抗値の表現に對するパラメータ
ーについては，これまで行われた國際會議がなんら決瀧

〆

をしていない。

この場合に資船がなんといっても最後の目標であるこ
とに留意して，討議事項として役立つべき，一般的基礎
的および賞用的方針を次節において総合する。

15．寸法および幾何謡的形状は，定常速度で運動すぢ。

船の抵抗を第1､義的に決定する要素である。普邇の比較
方法は，試聴結果を表現する場合に，寸注および形)状影
響を分離して行っていZo全抵抗でこれを行うことはむ
しろ困難である。相似の一般式

R@=c"¥<表面)5
Ct=f(形状,F,R);

V

F==.,/宮て蔓琶丁
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R=_X長さ〉
刀

において長さおよび表面は船に對する特有のものであ

り，この式が，非艤に簡単な形で，溜伏によるものを，

寸法によるもの,P,Vおよび表面の値から外見上は分

離しているが，このような分離はほとんど有効でない◎

形状によるものは賓鹸函騒中に含まれ，この函數はF

茨よびRをも含み，同一形状に對しても寸法によって

異る。この困難に對しTelferの表現法は解決の途をひ

らいているC

l6．W.Froudeの近似的暇定は，その比較法則とと

もに，現庄でも資溌，計算および模型蜜験の表現に對す‐

る華礎をなしてL､るoFroudeの假定によると9C七は

つぎのように書換えられる。すなわち

Ct=Cr+Cf

Cr=fl(形状,F)

Cf=f2(形状,R)

分割抵抗、性質上，また質験によって確めた結果によ

ると，形次の影醤はCrにおいて明かに著しく，特にあ

るFの値において重要となるが,C舌は，流れが動拘に

相似であるかぎり，ほとんどこの影響を受けない。従っ

てFroudee法則により,F上にCrを置黙しての比

較は，形)伏の影響が寸法の影響から鋼立して行われるこ
とになる。

しかしながら，もし他に比べてあるものが優っている
ということを，全抵抗の形で最絡的に荊箇すべきである

と考えるならば,Crを含人でいるCtについての考察
が必要となってくる。Crを前同様F上に置謡すると規
則正しく愛化しているかJCfのRに對ﾘー る關係をFに

針するものに移したことについて徴討する必要がある｡

R=(,/g/")F(長さ)%であるから,F上のCtの置溌

はもはや寸法と無調藤ではあり得ない。寸法，および"，

もしくは與えられた流豊の温度がすべての場合について

皿かにさｵ'なければならない。

CI･の置黙については摩擦計算が模型の寸俵に對して

必要であるか，これを他の寸法に移すにはその必要がな

』
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い。Ctの置謡について,模型に對するその値ば測定抵抗

から直接得られるが，他のいかなる寸法に對しても摩擦

修正力K必要である。摩瘻式の係數は李板の長さに對して

與えられている力ら，このような修正は奮船の長さで決

まってくる。

17．上における一般的な表面および長さの代りに船の

別な蕊數を漢用して，抵抗およむ船の鍵數に關する他の

系統の表現パラメーターが得られる。

主として寳用的見地から,･いくつかの考察を行って象

る。その多くはこの解読の他の部分にもあてはまる。こ

れらを順序不同ではあるが，列畢するとつぎのようであ

るo

<17a)笹船が最終目標であるから，最も簡単な數値

計算によって，表現パラメーターを寶船の絶對値に

塾算し得ること力望ましいd

<17b)模型試駒が船の原設計に關係づけられるばか

りでなく,他の尺度を適用して,他の設計條件に對し

ても十分適切に關係づけられることが型要である。

從って表現パラメ戸ターは十分な適應性逹もつもの
でなければならず，使用する鍾數はいわゆる基礎設

計髪歎に鴎するものであることが必要であり，これ

によって,パラメーターほ，できるかぎり速かに，

しかも正確に，鵬の同一設計に渡大した場合におけ

る穫型の優劣に對する観念を輿えるようにしなけれ

ばならない。

<17c)優劣に關して，抵抗および推進結果の間に明

かな湿別が存在する。後者は，しばしば裁奉の形で

表わされ，それ自魑において定性的のものである

が，前者は，直接に求められ，一般に絶對値であ

る。従って，比較の目的のためには，抵抗噛営の規
準がまず定義されなければならない。このような性

能特徴は，抵抗値を表現するパラメーター中に’で
きるかぎり直桜に反映されなければならないo

(17d)模型の寸法から奮船への擴大に關して，表現
パラメーターの問題ば，極用される雛大方法に密接
な關係がある。どんな場合でも，相異る形状を正し
く比較するには，摩擦に對する計算方法か同一でな
けｵLぱならない。．

(17e)園式表現の見地から，パラメーターの敷値鍵
化がある程度に制狼されることが便宜である。

<17f)最後に，圖が使用される場合に，最も明瞭で，

しかも聴単な比較は，同一機座標における縦座標

が，探用された抵抗性能の規準に従って，最もよい

形状を直接に表わすことである。相異る横座標，も

しくは縦座標によって船禮を比較しなければならな

いことば，勿論これを避けられない場合もあるヵも

好ましいことでない･

・18．現在，普趣二使用されている艦の基礎的設計塗欺

はつぎのよ･〕なものである。

長さに勢しLおよび▽閏

表面に對しL2,▽§,Sおよび亜〔中央もしくは

最大籏識面積）

これらを使用してのパラメーターの無次元系はつぎの

通りである。

速度基線

速度長さ基線

V

F=両忘

｡=た､/壷

・=ﾏ簔壹v扉
速度排水容積基線

，．=▽蓋

③=▽為厩
抵抗パラメーター美〔こさは長さおよび獅覧につい
て調整されるべきものである）

Cb=-籍言
P宮S

R

C▽＝奇壼壽
P一丁▽§

R

・麺=零面
R1000

。＝雨3－－z秀一
R

△

RgL
4V2

19."r7節の線に浴うて上記のパラメーターを討議

する場合に，まず決定しなければならないことは比較の

條件である。一つの合理的規準は，同-VにおL,て比

較し，排水蹟あたりの抵抗R/△が最小のものを，最良

の船として選ぷことである。これはFroudeの古､,現

1
1，

’

凸
■
己
■
ｇ
■
■
ｒ
Ⅱ
■
・
’
■
ｆ
■
■
■
■
■
。

日
日
■
側
Ⅶ
Ⅱ
別
称
１
１
１
１
Ⅲ
１
Ⅷ
Ⅲ
川
Ｉ
Ⅱ
仙
側
Ｉ
Ｉ
Ｈ
Ⅲ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
１
ｌ
川
Ｉ
１
ｌ
ｉ
１
４
Ｈ
Ｕ
Ⅱ
川
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
川
刷
川
間
刊
凶
凹
圃
■
■
囚
■
西
凹
■
釦
四
冊
田
墹
刊
酬
Ⅱ
川
Ⅶ
川
Ｉ
ｉ
１
Ⅲ
Ⅱ
旧
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ

籟簡軍のために，今後はRの添字tを雀略する。
なおここでは全抵抗に對する抵抗パラメーター･毒
掲げてあるが，こｲ1は第16節において述べたR更
にもあてはまる。

’ｑ
ｌ
Ⅱ
１
４
Ⅱ
■
■
６
Ｊ
■
Ｌ
１
０
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｆ
０
１

‐
町
叱
１
１
１
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呈言=凸了
B F

■

_~_一=ﾏ＝

刃
’｜

この表の

する一般

ザ
〆

準で,Taylorその他によって一般に採用されている｡

これが函際的に是認されていることを別として)BSRA

が使閑しているような規準はつぎのような理由に基ずく

のであるC"

〔遼度基漂〕

，20．まず決定しなければならない問題催，比較が行わ

れる速慶が刑/五もしくは▽＆のいずれに畷通すべきか

である。一定の籏座標における典較邑對し，奮剛的見地

から,Lもしくくま▽のどちらが初期設計において鍵化

しなL,か力･問題となる。雨者がともに窒化してzl),L/▽§

の比に鍵化がなければ，どちらでもよいわけである。

同一▽における比較に對する不便の黙は，排永量が

同一の各模型に對する摩嬢修正が長さによって相違する

ことである。この場今，普通の方注による標準長さへの

修正が適用できなくなる。しかしながら,Lackenbyに

よれば，最も多くの實際の場合に，同一排水量の代り

に同一長さに堂で修正してもほとんど影響がないらし

L，c

物理的見地から言えば,Lを使用することは造波現象

に段通して有利である。換言すれば，抵抗曲線に現われ

る山およひ谷がV/v3の薮値よりV〃rの数値に關漂

しているからである。これは特にBakerの⑨に關係

があるが，ゆば一般に初期設計の段階において鍵化する

から，⑨を使用すると，▽/麺が一定でないかぎり，

相異る瀧座標において比較しなければならない不便を伴

うo

結弓，速愛基線は，次節において読明ずる抵抗パラメ

ーターと密接な關係があり，一般に抵抗パラメーターに

無關係に論ずることができな、､。

［抵抗パラメーター〕

21．この種鳧のパラメータF-中に，速産基線と同鵬

規準R/△を含ませることは容易である。例えば，もし

V〃邸が基線であるならば,抵抗深数C@=R/(p/2)V2S
はつぎのように書換えられる。

この式からわかる。．

このようなわけで′rablelが用意された。

抵抗パラメーター速度系は,R/△を性能規準と

比較に對して全く正しい唯一のものである。

他の性能規準を採用ずれば別の結論となる。

Tablelにおいて,R/△が最も簡単な抵抗
ターーであり，どの基線につし､ても無味件である

’
１
８
１
Ⅱ
０
■
１
Ⅱ
■
甲
▲
日
１
日
■
■
Ｂ
ｒ
Ａ
１
ｆ
■
１
日
８
５
甲
Ｉ
８
Ｉ
Ｂ
６
■
■

’
パラメー

oしかし

ながら，分母に速度の自乘をとって，波の干渉のような

波状を呈する影響を跳瞭に蛎幅することのできる他の

パラメーターに比べて,R/△は抵抗曲線における山およ

び谷を著しくは示さない。

Tablel

R/△が抵抗挫能:規準である場合における抵抗パ

ラメーターおよび速堂基線の適合性

速度基線がつぎの形のものである場合に，賭

型の比較において，抵抗パラメーターから正

確な知識を得るのに必要な特殊際係

１
１
１
Ｉ

I
｜
’

v/V蕊，從
って、，

V/,/て

v/-,/m-抵抗パラ

メーター

⑨ 從って⑭，

W△§

Ｑ
〕
皿
言▽

Ｉ

LS

~▽&,‐▽;‐

およびj

もしくは‐§L
▽

およびゆ，
Q

もしくは意

_L_および
▽＆

一旦宗，もしくは
▽罰

SL

▽

｜
部

Ｒ

､

｜
抄

Ｒ Ｌ
一
砿

顯
一
麺 無條件

’｜
純

Ｒ L
－および
▽＆

骨もしくは
ゆ

煙
誌無條件

’
！

Ｒ
一
△ 。’2 Ｌ

一
域

ｗ
｜
画

Cc== 無條件２、、
Ｉ
１
ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ

一
価

Ｖｆ
Ｊ
ｆ
Ｏ
員
１

｜
回
３

ｓ
｜
▽

Ｌ
認

》
一
岬

１
今
邸

Ｌ
▽

翌/△か性龍規準，またv/,/gZ-が速度基線となって

いる種舞の船を比較する場合に，糊蕊標Ctから直接に

どれが最良の形状であるかの正確な知識を求めるには，

比較される耐異なる形状に對し,L/v&Js.上びS/v;,も

しくはその髄SL/▽が侭鍵さなければならないことが，

無條件 妙

Ｒ
｜
△

無條件 無條件｜無條件
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’22．有次元パラメーター鵜も抵抗値を表現するのに使

用される。例えば

cA="_
ehp

(24c)抵抗パラメーターの表現に識する寸法(1箇

もしくはそれ以上〕および温度

<24d)摩際計算法cこの問題ば禽議の他の膳別議題

となっているから，その討議に基ずいて決議が得ら

れるべきである。

(24e)抵抗パラメーターに餘裕をもたせなければな

らないか，もしもたせるならばどんな方法を採用す

べきか。

(24f)表式表現か，岡式表現か，あるいは雨者か。

(249)使用すぺき箪位･無次元パラメータ戸を採用

する場合にば，この問題は瀧減ｻｰる。

v皿．推進資料の表現

25．模型試験の結果としての推進査料は2群に分割さ

れる。

自航試駒において得られる船速，推進器の回縛籔，推

力および回鱒力奉のような絶對値。

上記の絶對値を對礁抵抗および推進器軍綴試溌に驍係

づけて得た推力および伴荒効率，船魑および推進器の効

率，推進器効率比諸よび准推進藤数のような椙對値。

自航試験に對する蚕料の表現D隅題はパリ會識におい

てProf･Troostの覺書において取扱われている〔パリ

議事録の85頁認。結渠を公表する場合に資料をいかに

表現すべきかを述べたその’部はパリ會議の決議に坂入
れられていろ。

26．推進繕果を表現す-る場合に，抵抗値を表現したよ

うに，これらの値を，推進性能竣準を含むパラメーター

に鍵形することは明かに必要でない。これは，前述のよ

うに，それ自魁におし､て定性的のものである殻奉および

100分率のような相對値によってすでに寶現されてい

る。

従って一般的要求は，推進資料を表現ｻｰべきつぎの系

統を使用して，現在まで充されている。

（2“〕模型結果の虚理もしくは再繊討に對する蕊礎

として，原測定絶對値の巽現

(26b)震物，特に試運鱒および就航結果を推定する

ために溌大された絶對値の表現

(26c)船鴎推進器系iこよZ,推進性能を定義するもの
としての効率および'00分率の表現

27．これらの表現のどれも，表現(26a)の陳測定値

が試戯方瀧によって影響されるから，絶對的のものとは
言えな',､。例とぱ，試鐵は奮船もしくは模型玲自航謡で
行われる。表面摩擦修正を青|算するのに“I1した方法

も，もしこれか模型に奥引力として加えられるならば，

問題となる。濃後に，過負荷試鱗において，測定値は，
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第1はアドミラルティー常数，第2はAyreのパラ

メーター，きた第31tWahlのパラメーターである。

最後iこ抵抗性能はしばしば標準形状との比較によって

決められている。‘

Taylorの同臓湶Rr/△は非常に砿く使用され，また

Heckの結果ebpr/ehptもときに使用されている。比

較は剰餘抵抗によっても，あるいは全抵抗〔もしくはと

もに馬力〕によって行ｵつれている。どんな場合も，正し

し､比較のために》畷蕊計算〔澄水表面積の推定を含む）

が同一でなければならない。

2r.|、現庄使用されている標準系は前節において討議さ

れておh7またその‐ﾘｰぺてを詳細に瞼討することはでき

ないから，ここに二つの典型的璽例だけを示す。

ATTC(3:,(e,V/.,/五およびv/･,/江の尺度を附

加えた，軍位がノットの速度に鍔L,R/4,｡Cr,Cf

およびehp/ehpra,y'･正の曲線を與えることにしている。
これらの値は400沢船および59oF水温に對するもの
である。もし原設計の長さか400沢と著しく相違して
いるならば，別の適切な長さを拝剛することにしてし、

る。摩擦計算の基礎はSchoenherr*:::であり,これにほ

温度修正を必宴としない。値は表示もされている。
BSRAは4二0沢の長さおよび55°Fの水温につき，

V/1/丘にⅧする◎を採用している。摩擦修正は
Froudeにより，また温漢修正はパリによっている。表

式おより侭式表現を採用し，後者には他の長さへの嘩擦
修耐曲線が示さｵ'・ている。

24．間遡り諸鮎を曾､貝に提示すれば.つぎの通りであ

るc

(24a)採用すべき性詣規準(L衝もしくはそれ以上）

(24b)採用すべき抵抗パラメーター速度基雛系

鵲一定の流磯に對してばしばしば行われて､,るよう
に，βおよび悪を郡lifL,また▽鍵代りに△を
使lilすれば，前記の無次元パラメーターはすべて有
次元パラメーターとなる。
＊常:0．004の粗度修薩がSchoenherrの嘩擦系戯C[
に加算されている。同一のものが朧擦抵抗を計算す
るのに使湘され，これがTaylorの同値課から求め
た剰餘抵抗に加算される。〆
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か。もし經綴しな､.と-1-れぽ，どんな修正，およ

び，もしくは狭談をしなければならないか。

(31b)第27節の最初の項に開運して，同一吃水に

お:ナる同一船艘推進藷組合せによっても起I)得る原

測定結果の梱異なる數値を避けるためにどんな決議

を探撰すぺきか。

(31c)實船の試運鞠および就航成績推定用の表現に

際し，震船の賀状にできる力､ぎり接近させる必要が

ある。この壗合，寸法影響の除去，特に餘裕の問

．題は非常に重喪である。これらをどう考えるか。

すなわち，餘裕なしに結果を表現して，これを造硲

所もしくは船主の判断に任せてしまうか。また億，

餘裕をつけて表現するか。この場合に，餘裕を表面

摩擦修正に附加して，曳索力に加えることによって

賓識のときに導入するか，あるいは計算にあたって

これを見込むか。

(31d)比較目的のための表現の場合には，餘裕お浜

び寸法影響の問題は，試験方法が比較される種鳧の

船に對し同一であるならば，例えば，同一の餘裕を

見込むか，あるいは見込まないならば，しかもこの・

見込む見込まないが比較される船の優劣を鍵更しな

いならば，餘り重要ではない。これに鰯する統一的

規準の採用が他の決議の目的でもある。

(3ie)第26節において述べた普通の置黙のほかに，

會員は他の表現法を提示されたい。第30節におい

て示された諸式のような表現に開する意見および提
案は興味深い。

荷重の量は別として，それを推定するために設けられた

假定によって左右される。例えぽ，これば，船禮粗変，

風抵抗その他に基ずく追加荷重をどうとるがに關係す

る。

表現(2fb)および<26c>の値は，前記のものに關霊

するほか，起り得る寸法影響をなくすように，また模型

試謝二おいて再現されない萱船の事濡を考慮して，計算

に入ってくる修薩および餘浴にも左右される。また相異

なる方法が伴流を推定するのに使用されている。

この問題はよく知られており，ここで述ぺる必要がな

lf,o*

28．パリ會議において探犀された決議（附録参照のこ

と〕は,(26a)のような表現は好ましく（准推進係数荏

暗煮裡に含む､,､(26b)のような表現ば，もし計算方法

が同一であるならば，實際家の使剛に便副なように附加

えるのがよいと述べている。‐

ベルリン會議におし,ては，結果を公表する場合に，模

型から奮船へ移すときの餘裕修正を種々の部分にできる

だけ多く細分う~べきことを決議した。

29．會員からの申出のあった日常の方注および通知に

よると,(26a),(26b)および(26c)のような表現が

一般に鹿く使用されていることがわかった。一般に圖示

の場合，基線には速度が採用さｵLJときには第2尺度と

してフルード數が附加されてし､る。

フルード数もしくはこれに類似の基線に對しアドミラ

ルティー式△3V3/Pの形で表現することがあるが，こ

れは模型試験よりも謹船の試蓮鱒に對して與えられるの

が普通である。

30．推進資料を表現する他の式がこれまで多数提案さ

れている。典型的震例はSirA"o3Ayre[N.E.C.1.,

Vo1.61]によって提案された式である。この式はむし

ろ笈溌約性鷺のもので，賞物結果の蒐集を狙ったもので

あるが,これ’および，もしくは類似のものは，船の設

計の第1段階において有益な，推進模型費料の追掘的表

現にも採用することができる。

31．問題の識鮎を愈員に提示う-れぱつぎの通りであ

るo

(31a)まず第1に原推進膜型詰果の表現についてパ

リにおL,て探澤した決議を今後經綴すべきかどう
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VIII.軍揖推進器試騒資料の表現

32．この問題はハーグおよびパリにおける曾議におい

て討議された。パリにおいて探揮された無次元表現系
〔附録豊照のこと〕が會員によって一般に使用されてい

るo

基線の前進係数VInDの代りに，しばしば失脚s＝

1－》V/'n(螺距〕が使用され，あるいはこれが第2尺睦
言

とし･て附加えられている。

33．前述の表現のほかに，推進解析に對し非常に有益
な多数の他の推進器パラメーターかあり，その大部分は
系統的賓鹸結果の表現，特に推進毒設計の目的に使用さ
れている。この問題の再嶮討にはつぎのような問題とな
る諸鮎について討議されることになろう。

(33a)パリにおいて探澤された表現を今後とも經綾
するかどうか。

(33b)推進器設計の賞用的目的のために他の表現を

も探撰すべきかどうか。これらの表現はすぺて會員

’

’

蟻この問題中には来るべき曾議における他の議題i二含
まれているものがある。これまでの會識では，この

ような問題は前述のパリにおけるProf.Troostの
毘書，餘裕についてのDr･Kempfの報告，糞よび
件流についてのProf.Hornの報告において主と
して討議されている。後2者はともにベルリンにお
けるもの･であるくそれぞれベルリン報告の35およ
び57頁)｡
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’がよく知っているものであるから，ここでこれらを

述べる必要はないと考える。

IX、術語

34．この問題はハーグにおける會議において討議され

引額いての研究が4人委員會に委託された。この結果と

して，記雛の表がバリ會議において探捧された（附録参

照のこと)oその後この問題は画ンドンにおける第5回

會議まで注意を排われることがなかったが，この會議に

おいてMr.GawnlX,室洞現象を噸扱うにあたり，こ

の問題に對し記號の表および定義を提案し〔ロンドン議

事録7頁〕，これは大部分パリ決議そのままであるか，

いくらかの新しいもの，例えば，室洞水槽の塞氣含有量

に關するものなどを含んでいる。なお.二の倉議におい

て,"y'Zおよびt空洞現象という言葉をやめて，

その代りに背面，正面，翼隈および翼端という言葉を泡

および面空洞現象の定性語として使用-ﾘー ることが探撰さ

れ，その他の術語についてはほとんど決議されることが

なかった。

この間において，いくつかの国においては記號を統一
するための提案があった。1948年のBSRAの報告第6

賎および1951年においてATTCによって暫定的に承

認された改訂表は注目に値し，雨音とも全會員の熟知ず‐

るものと思う。これらの表中に採用ざ批廷記號はパリ記

壁の大部分を含んでいるが，瀦禮の肥婿係数（α，β，中

および8）につ､､ては幾分違っている。勿論，これらの

表特にCaptainSaundersによって完全に用意され
たATTCのものはパリのものより進歩し，且つ詳細に

わたっている。

33．國際的術語の利益についてはなんら論議する必要

はなぃ。この目的に向ってとるべき今後の措置はすべて

一般的利益のためになるであろう。

上記の表ならびに會員から入手した表によると，一般

的ではないにしろ，廣く採用されている詫鑑が賓際に多

数あり，これに一致させることはむしろ容易と考えられ

る。他方,｡ほとんど使用されていなr記装も數多く，こ

れらを國際的表から除外することができる。これらの二

つの事實は國際的術語の作成事業を容易にするものであ

る。反對に，各自の國語に基礎をおこうとする一般的傾

向によって困難が起ることが考えられる。

36．この問題を討議するにあたり，まず，パリにおい

て探擦された術語を修正‘および，もしくは擴大する必

要を認識すべきであるとの前提で，つぎの諸問題を會員

に提供する。

(36a)パリ會議において探羅された記號および定義

のうち修正を要するもの。その侭案。

<26b)新しく追加すべき記鑑および定義o

<36c)もしあるならば，術語を蕊化し，もしくは新

しL,ものをつくる塲合に從うべき一般的準則っ

上記の事業はワシントン禽議において直ちに決定する

ことができないかも知れない。曾員は恐く"､－グに諸す

ると同綴，この問題を研究-ﾘー るための委員會を新議する

こしか便宜と考え葛であろう。従って，追加事項とし

て，この新設につL‘て會員が識め老蝋しておく必要かあ
る。

－

4

ｉ
ｌ
１
ｌ

附録これば1935年Z0月に＊けるパリ禽讓の決

議の抜華であり，この決議は昭和21年5月發行の本

誌155頁U､下に孫澤掲載されているので,これを雀略す
る。（完）
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海上における天氣豫報１
１
１
１

(USIS)

天候，特に讓報なしにおきる悪天候は世界の船の航海

士に特に重要な開係をもっている。政府や民間の瀦會蔵

により組織された多くの天氣豫報斬が航洋船舶の安全の

ための天氣通報を逢っている。北大西洋海域を巡禰する

米國のコーストガードは米國とヨー宮ツパの港の間の，

この時玲危瞼になる航路の塗りやすし､天候状態の注意深

い観測をつづけている。地中海やペルシャ麓の海域の天

氣は全く富にならない程鍵りやすいので岸から遥か蹴れ

た地謡の天氣豫報を常に正確にすることは出來ない。

二三年前のこと，或る米國の貨物船の船長は数癖間前

に彼の航路の〃はっきりした〃天候状態を誤報寸一る定期

的な天氣遁報を受取っていた。その船がその地黙にかか

った時にははげしい風が盛んに吹いていた。幸い譜はこ

の謡期しなかった嵐を通り綾げて安全な避難場所につく

ことが出來たがかなりの損傷を受け修理のために遅延し

た。この經験からその舵長は地中海とペルシャ麓を通る

艦ばすぺてその間，各舜の船の船長の下にある測候所を

一群として組織化することを考えるようになった。この

計霊を提唱したJ3mesBrummeIen鰕長はそのことを

彼の知人である貨物鞘や油槽船の人々に手紙で邊り，そ

の他の人舜に戯ラヂオを通し知らせた。彼はその計聲，

すなわち海上の船舶同士の交信のために割営られている

無諜周波数2738kcでお垂に離れている船の位置の天候

状讃をある時間に故錘するとL，う計霊の概要を知らせ

た。これらの無線電請は出力75Wで20"哩の交信範

函をもっている。このよう准臓範園で綾値のある天候状

態を知る必要はこの水域の-すべての船の士官や乗組員た

ちによって認めらｵLたつそこでこの計聲はあらゆる人々率

’

Brummelen船長は被#箱のコースの天氣通報を馴究
する。船長はオランダ生れで今でば米騒市民である。

*によって熱心に同意された。

彼等の共通な髪寧のために貢献したBrummelen"

長に感謝して他の船長たちは「ペルシャ湾と地中海」叉

"4<P.G･&M''クラブを作ってB:ummeIen氏を禽

長に選繼した。このクラブの會員ばめったに禽うことば

ないがこの奮うことのなL,多くの時間の間，多くの手紙

が會員と禽長の間に往復している。更iこBrummelen船

長が航海に出ている間は彼わ妻が‘‘曾畏税書”として
協力するようになった。

毎日の定まった時闘一一グリニヲチ標準埒の'600時に

Brummggn船長叉は彼の曾長代理ま無線電話によって

すべての地中潅とペルシャ鐙の船に呼びかけ彼の水路の

廣範鯛の天氣通報を知らせる。この僧繊性のある報携を

通して船に乘って海を行く人々 の胃.蟻を少くする一つの
要素を與える。

｜’
’

1

アメリカ生れの船長の変はu,u通信秘書とパルチモ
アーの近くの彼等の家庭における義としての二つの仕事
を樂しんでいる。

コンパノl､な無線電話装世か船長の樫窒の狭喝スペー
スに置か沁ている。
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機 と救命艇-無電池式電話機

用携帯式無線機

木村小一
.迩確辰砺研究所・胎雑維装部

度が低いために線踏の寵かい〔線路損失の少い〕船用な

どに限って使用出來ろものである。呼出用のベル回路ほ

昔簾回路とは別個に設けられるのか普通で，地方の電話

機に使ｵ?れているような手動磁石霊電機で相手方‘:電鈴・
を鳴らす。露1個の如く送話鵠及び乏話器を並列に接演

し，ベル回路を多芯齪線とし雀電話磯に選隆スイッチを．

設けておけば1對3或はそれ以上の電話系とすることも

可能である。

無電池式電話機は我力國では"』､Ynt,Kiilz,NEmL

などで製作されているか亥にXE牡のものについて語

介してみよう。

].．緒 言

雷氣が我,常の生活と切っても切りは底せなし､醗係にあ

るのと同様に雛<船用品の中二は電氣を利用したものが

少くない。これら電氣式船用品:-中i二は最近長足の進歩
をなしたものも多いが迦信機器の中から標記の無電池式
霞話機上救命艇服携帯式無線機をとりあげることにした

い。これらは何れも今次の大戦の經譲によって米國，英

國等で厳く採1I1されるようにな･差たもので，無篭池電話
"ABや藍Kのルール中では使用を奨勵しており，‐一

方携帯式11應線機は後に述べるごとく1948年の安全條灼
で沙定備品に寸一るように定められて､､るっ
我が鰯では共に丙日本重工業長崎造船所の比島向輸出

船を契機として製作を始め，その後ほ日本船にも盛んに

採用されていZ。しかしなお改良の餘地も少<ないので
今後は益為優秀なものに改莫されて行くものと思われ

る。従って本稿では現状と粥來のものについて展望す

る。
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無電池式電話磯とは奇妙な語であるが元來陸上用，路

用を問わず電話機は電池叉はその他の直流電源を使い’
晋齢Iこより淡素粉の抵抗詮鍵える淡素謹話鵜で需蝉電読
を作り，受話器には電磁型受話器詮川いてその電流を元
の需鴎こ戻すのである。従って電話にばfE池が不可鋏の
要素であ;ろ。渉鐸謹話器は感嘆はよいが船のように鴻度
の多い所では炭素粉の劣化が早く，感壁が低下し雑需が
發生する。従って需命が短かくなI7，また直流電源〔電
池〕を要するため保守を要し，非瀞11としては遜當でな
L，c

無電池人電話磯は逵話器，受話器とも普通の電禰の受
話器と同様の電磁型の迭話器及び受話器を使い’電池な
どの外部電源を必要としない方式である。これはSOund
PoweredTelephonと呼ばれている通り謹話器が一つ

一つ小さな發電嬢で雷溌エネルギーによりその需鰡こ比
例した起電力を生ずるのである。遥話器の振動板にほ輕
、､可動盟輪が固定され，その線輪(ま永久磁石にはさまれ
ているので振動仮の受けた振動により線輪は永久磁石の
磁ﾉｺ線を切ることになるので振動に比例した電睡を發生
し受話器に需謹題洗を疏す。この種の電話は謹話器の感

第1岡

3．我が園の無電池電話の寅例

無電池電話の這話器は普通の電話機の受話器でも使え‐

ろわけであるが感度が低くて奮用出来ない。NE融の謹

話器及び受話器ほ最近』D遜歩した霞氣寄響學の電氣雷響、

鍵換理論を用いて研究設計され，磁性材料などに高性詣

の新しい材料を使ってあるた没>に米國の侭型の途受話器

に比し感度，周波敦特注ともに優れ，寸法重量とも小型

輕量に，また歪も少<出来ている。勿論船用として適す

るようにゴムパッキング，防蝕塗料等を利用して防漂防

蝕に意を剛いてある。

イー‐-‐ｰ-‐~1音声回路一一.--~~-----､
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回路は第2園に示すように需麓回路は三線式になって
、､る。三線式にすれば自分の謹話器の青澤電流溌自分の
受話器に流れないから能率が良くなり，ま丈機調室など
,騒音の多い場所で使うときに自室の墨需が逵話器に入っ
て自分の受話辮こ聞え相手の麓をマスクすることがない
から騒音の多い所の電話機として適している。雷鈴の回
雛は霄饒回路と別になつ亡いるが癖息室など電話機が幾
組もある場合を考えて電鈴と同時にネオンランプか鮎く
ようになっている。第2岡は例えば操舵室一鱒輪羅針儀
室，操舵室一無線室などのようにユ對’のものであるが
この他に’對3用のものも作られている。

鶴調室用の電話機は雨耳を覆って閉けるように副受話
器を持ち，また大きな鳴著を出すために特に直流24Vの
電源と繼電器箱を用し､てエ5糎煙の電鈴を鳴らすように
設計されていろ。騒言の多い所で邇話するときにこの電
話機の今一つの利識は相當な大詮で話してもその鐸を歪
.なく通話出來る黙である。 ，

NE吐のこの無電池式電話機ほ上記のように憧れた性
能を持っている。外箱は砲金鋳粒防水型の構造でかなり
大型で重量も相童重いがこ鉦中の相鴬部分を磁石發電機
が占めている。この磁石雲電機は陸上用磁石式電話機の
ものがそのまま利用されているがこれを小型化する奉ま
たは外箱の中のスペースに合せた形のものを設計すれば
電話嬢の本膣を今少し小型にすることか出來るのではな

・;毎．．',.a･歩｡､■伊

■■■

e.”:〈.,'0，d．2-や

篭f 第4岡無電池式

電話磯(NEmt)1對3

用で，電話機の中央

に選澤スイッチがあ

る。この篤眞は機關

室用壁掛型で，副受

話機を術え，繼電機

箱(左下)及び防水電

鈴(15糎径)が附函し

ている｡右上は接績

箱である。

１

鼬,.かと思われる。

第5岡無篭池式電話機<NEjE),ユ對1恥

卓上型で船長室等に使I洞-る。ケースはベーク
ライト製で，内部に磁石霊電機，雷鈴，ネオン

管を自藏している。

１
１

4．厘際條約と救命擾用描帯式無線機

新しい感際條約によつ．こ要求されている.致命艇FI]携帯

式無線機の概要ば次の通りでこれらは安全法改正の場合

に當然その中に入れられるべきものである、まず安全條

約〔1943年）ては「20隻末流の救命艇を獄戦す-る船舶ま

別項に域定されたような承認された携帯式無線機を備

え，非稚の場合に何れかの救命艇に運ふことが提来るよ

う海圖室または他の適當な位冠に置かなければならな
い，但し主宮臓がこの装置を不必要と認めた腫間の紘海

に從事する船舶ではこの装置を免除してよい」としてこ

の携常式無線護が注定備品であることを規定している。

そして同條約の第4章でこの装置の具備すべき要件とし

て次の通り規定している≦即ち

（1）無線規則に定められた中波の遭難j:11周波数を遙信及

第3岡無電池式電話機

(NEns)"1",操舵室そ

の他壁掛型及び防水電鈴

(12腫裡〕
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’常に邪醗ごなることがありまた質効高少･く本装置のごと

き小電力の機器で少しでも匿い交信範陸を得ようとする

には米英などの外國製の機器に採用されてL･るごとく凧

または氣球を用いた浮揚室中線を併用することがのぞま

しいo

米國で使用されている浮揚室中線では凧は蕊6圖のよ

うな形のもので骨は輕合金製で布張りである。風の遜さ
に應じて空中線として使用する可澆銅線〔長さ100m程

び受儒出來るものなること。麹言機は同じく無線規

則で定められた電波の型式を使い少くとも70％の深
さまで漣調出来，受信機は同じく規則で定められた

電波型式を受信しうるものであること。新しい装置
では無線規則で定められた短波の邊信が出來る＄の
であること｡

（2）この装置は非熱線者でも使用出来，また手動電鍵の
他に警急信盤及びS.O.S.送信のための自動電鍵婆
置詮備える必要がある。

<3〕鍵調周波蚊は450～1350C／Sであることo

<4〕容易に携行出來て海中に落下させても破損せず水密
瀧造で海11』に浮ぶものであること。

（5）逢信電力は最綣段の陽極入力がlOW以上で，電源
は手動發機を使用するのがよく。電池を使用する
場合にはそれは主官聴が定めた條伴に適合するもの

でなければならなし､◎

〔6＞室中線：特設するか叉は救命艇の橋を利用して出乗
るだけ高くか力げる。

（7）適常な假設室中線により邊信機は毎週試験しまた蓄
電池を充電する必要のある装冠の場合は毎週これを
充電しなければならない。

但し短波の逢信と自動電鍵装置にはi廉約溌施後一年間

の穐謹期間がある。上記の中で無線規則というの(ｵ國際

電煎鵡信條約の附鬮無線通信規則のことで最近でば1947

年にア1､ランテツクシテイで定められたものである。そ

の中で安全條約で定めた救命艇，救命筏，救命浮器に使

用する皿線鶴ま500kc/sの周波数でなるべくA型電

波を，また短波を要求されるものではa264kc/sのA2

電波を逢F出來るもので，受信装置を有すものでは500

kc/s,A型電：を叉短波を有するもので8,266～8,745

kc/sのA1叉はA圏電岐を受信出來るものであること

を規定している。

我

1

1

1第6岡

度用意する〕のつける位置をかえれば相儀の温風でもほ
とんど垂直に揚る由である。無風の場合には凧の代りに
氣球が用意されている。氣球は直径1.3m程葵のもので
脹らませるに必要な容量のヘリウムガスのボンベを備え
ている。この何れかに典って宝中線は垂直に30～10Cm
に多〕げられるわけでこれによって交信範劉を数階に擬げ
ることが出來器。なお電氣邇信條絢に記されてL､るごと
く救命筏や救命浮器がこの無線機を拾､､上げた場合でも
使用してよいがこの場合には浮揚空中線がぜひとも必要
であるo

（2）機峻的瀧造

安全條約ではただ海中に落下した衝撃に耐えかつ水に
浮くものであるべきことを要求しているが我が園の機器
では大磯約10mめ高所より海i』に落した場合の画嬢及び
水睡に耐えるように作られている。箪際の船ではこの無
線機は海圖室に置かれているが，航海甲阪から海面.藍で
15～20m濯斐ある場合も少くなく，非常の場合航海甲板
から直接i郷iへ落下させることも當然識想されるのであ
るが二奴i二耐えるようにするためには荊銀･〕ため重量を
相當に増大しなければならない。米國の機器例えば
RCAのModelET-8033など(ま20"("7'n)の高
所よりの落下に耐えるように作られている。従って海中
に落すときには途中まで細で降すか，低い甲板まで持ち

’

1

5．救命艇用擢帯式無線機の展望

前節で救命艇11携幣式無線楼の大燈の輪廓は示されて
いるがこれをもととして我が画でもすでにこの種の機器
":NM社及びT肚で製作された。なお製作を計懇し
てぃ這祗も少くない。しかし慨に製作された二牡のもの
もなお改良の餘地が多をあるので以下に現伏と將來の問
題について記してみよう。

（1）空中線

現用のものでは救命艇のセーリングマストを利用しマ
ストそのままでは高さが不足するので若干のつぎたしを
して高さ5m以上とし，救命艇，船首尾との間に逆V形
の宝|司線をはっている。この塞中課では帆走の際には相

！

｜
I

降りてから落下させる考瀧が必要である。これらの機器
は勿論水密に作られているが艇上で外蓋を開い．てパネル＃

Ｉ
１
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面を出し動作している場合，波などをかぶっても支障な

く作動するよう防水型になっていることは言うまでもな

い○

篝
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露7岡‐‐救命艇用携帯式無線護(i､Mib外

観を示す。左側は逵受信棲で水中に落ちたとき

の衝撃にたえるよう茄團でつつんである。右は

手動一電磯をおさめたケ戸ス，その間にある小

型の圓筒ば夜間標示燈である。

我が國の溌器でば全装置は1個又は2価にまとめられ

てあるが1個のもので50kg程糞（この場合氣源は電池

を使用している〕2個刀ものでば關方とも35kg程度で

ある。この場合1個には邊受信機一切，他の1個には手

動發電機及び自動電鍵装置が納められている。これらの
機器は何れも相営i二重いので今後製作されるものでは一
層の重量輕減が望まれている。前記RCA80J3型は手

動；電磯を含め1個にまとめられその重量は53ポンド
("24kg)以下である。

〈3〕電氣的性能

謹信電力は條約で終段入力10W以上とされているの

で空中線電力は4W程度となる。自動電鍵装置による警
急信銭ずなわち4秒(3.5～5.8秒)のダッシュと1秒（0.5
～1．4秒）の休止の12回反覆，及びS.O.S・を3回更覆す
る遭難信號手動電鍵による任意の逢信信銭の何れをも
任意に塗擦して波長500kcls叉は8,364kc/sの,800
C／S附近で鍵調されたA劃電波によって窪信出来るo主
發振又は水晶發振，電力増幅式で，周波數の許容偏差は
電氣通信條約によれば501ks/sで0.5%,8364kC/s
で0.02％になっている。

受信磯はオートダイン式又はスーパーヘテロダイン式

であるが8Mc/s帯の受信にはス戸.パーヘテロダイン式

であることがほとんど不可峡であるので今後ばスーパー

ヘテロダイン式になるものと思われる。ス‘-パーの中間

周波数達500kc/sとし500kc/sの鮎周波歎はオート
ダイン式で受信し8Mc/3帯ばス『="､SF-とする方式もあ

638

り米國でよく使われている力而i白い考えで為Zo綜合利

得としては80dh以_上必要であるが電源に手廻し雲電儀

を使用する關係上邊受信機とも眞毒管の數増極力減少し

繊條加熱電力を減少する必要がある。

手動發電機は1～2人騒動式の直流發電磯で20～ぐ0W

位のものが使われるが現状では奮軍用の溌電溌が縛用さ

れているため能率悪〈重量も重く全重量力相常のパ長ゼ

ンテージを占めている。したがって新しい發電磯の設計

製作と減速歯車④輕量化は重丑の輕減に大きな役割老示

す筈である。

なお謹地装置，試識のときに使用する擬似空中線等を

完備してL'･ろ。装置の操作催素人でも筒軍に出来るよう

調整部分を少くしてあるので逢信の場合ば電曝スイッチ

を邊信側に入れ，自動電鍵装置の警急叉は迩難符合の何

れかにスイッチを合せ手動發電機を廻すだけでよい。但
し二種の室中線溌使用するから室中線の整合回諮の調整

のみ必要である。暹信周波歎の･切換も一つのスイッチで

出來る。受信の場合には電源を受信側に入れ受信周波数

切換を500kc/sにすれば500kc/Sの受信が出來,．
8Mc/Sにした壊合はダイヤルの諦整により8266～8745、

kc/sの範函の受信が出來る。その他は全く無調整叉は再

生の調整がある程度である。従って使用法の簡車な解説
書さえあれば未熟練皆でも家庭のラヂオを調整rるのと
同程鹿の容易さで使用出來る筈である。．

6・救命艇用無線麓と日本エ業規格

この無線機はA級發動機付救命艇用の固定式轆線機と．
共に舶用L型無線電信装置として日本工業規幡(JIS)に
制定される豫定で現在専門委員曾で葬議中である。未だ
どんな形のものになるかヅ』らかでないが主蕊な電氣的及
び機械的性能，試驍法などの他に例えば外部の塗色を海
中に浮んでいる場合に發見が容易な色に規定する，夜間
の發見を便にするため簡軍な標識装置（燈」を附す，耐
久耐水性のものに簡軍に取扱法を記したものを附し素人
でもすぐ．使えるようにする，水密の鰭丙には乾轆剤を入
れる，など細かいけれども重要な項目が蝿i:されるもよ
うである。委員曾を通じて装置の小型化，輕堂化，取扱
の穂易なこと，浮揚宝中線の使用などが握要望されて

おり，出来る限り笈現されるものと思われる。前罰で述

べた事頚の多くも委員曾の論議を通じて得られたもので

あり，ここに記したことにつき委員諸氏に閥l汗しを得七

い○

このJISに通合するように作られる機器は現用のも

のに比して進歩したものになる筈であり一日も早くかか

る機器の製作か望まれている。

■

’

、



心 － ＝､48■で一一
■す雫 一 戸一今一ご~

一

｜ノ

高睡高温用蒸氣弁について（2） 瀬尾正雄
迩幡技俄研究所・船舶醗關部

鱒式と非回轌式とがある。弁葎非回縛式の第一案および

第二案は鱗造は同じであって材質の一部か異っている。

その構造を80mmのものについて示すと第6圖のとう

りである。第三案の構造孟第7矧の邇りで弁棒パツキン

部を外側にしたものである。弁捧回鱒式の構造は翼8圖

の通りであって第一案と第二案では材質の一部が異って

いる。なおこれ等供試弁の材質は第'2表の通りである。

（二〕

〔1〕lI

l‘，
’

玉形弁

資験成績〔その一〕

kg/Cm3400･Cの高睡高温用弁としての適否を試騒

した。

供試品

ビ座80mmと1601]lmの二種類あって夫盈弁嘩回
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第6岡80球.膠弁（第1及第2案）弁捧非回純式ブタ形)lkA弁座材質第2案及第2案
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鉱7岡80球形弁（第3案〕弁棒非回鱒式ブタ形状B弁座材箕第2案

各弁共通であって主要部の材質は第頚部が最も大きく約'/1ommであった。錠12表以外の材質は各弁共通であって主要部の材質は第
13表の通りであるo

(b)水匿･試醗

i)弁徴開の朕態で水唾に依り徐為に加砿して80kg/

Cnl9とし各部の漏洩および膨脹量を調査した。なお漏洩

に對しては最小限の鰯諦を行った。膨脹はブタ坂付の下

ii)弁を閉鎖して弁下方より加唾し睡力10～60kgノ
CIn2に10kglcmg毎に上昇した場合の弁閉鎖に要した

最小力奉と漏洩程凌を調査した。なおこの試騒は蒸氣氣
密試験の前後に行って漏洩程度を比較したごその成績
を160.1]mのものについて示すと第比l表の通りで通氣に

610
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第8圖80球形弁〈第1及第2案〕〔160球形弁も同要領とす）弁棒回鱒式ブタ形状A弁座材質第1案及第2案

-より漏洩がかなり増加している。ii)弁棒睡鱒式のものは非回轌式のものに比ペハンド
(c)蒸氣氣密試験ルカ率および漏洩量とも少い。
40kg/cm2425｡Cの蒸氣により弁座の漏洩量を調査しiii)弁底部〔弁棒との接鯛部）は第17表の通り弁繕
た。その成績は第15表の通りである。回鱒式および非回鱒式共摩耗している。また弁棒先端部
<d)開閉試験の摩耗は弁棒非回鱒式のものは相當大であるが弁棒回鱒
弁の下方より40kg/cm2425｡Cの蒸氣を邊り一定時式のものは少く呼ど径160mmの諺一案で5/,(10粍，第
幅に弁の閉鎖啓開を500回繰返し103回目毎に蒸氣氣二案で6/,加粍で呼ど径80Inznのものは摩耗してL,な
‘密試騒を行うと共に各部の舩況を調査したところ次の通かつた。

りであった。なお弁出口側の睡力は嘩力調整弁により10iv)試験中の饒損個所は館18表の通りで通計してフ
ーユ5kg/cm忠に保持した○夕締付ボルト8回弁押エと弁賎ネジ部が2回，弁棒と

i)開閉ユ00回目毎の弁座の漏洩量は第16表の通り弁との接鰯部，弁棒と弁ハメ輪間，フタハメ輪と弁棒間

~で湘洩量ほ殆んど鍵化なかった。が各’回饒損した。
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第13表玉形弁の材質〔二〕
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註表中の数字は30秒間の漏洩滴敷を示すo

第15表蒸氣による漏洩量（滴/30秒）
－
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第16、表開閉試験後の弁座の漏洩および力率
ー
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第．17表弁棒先端部と弁接漉部の摩耗
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一

弁
捧
回
轌
式

0
’

口第一案二 301100

28/100

32/10〕

28/100

34/100

28/100

36/10036/100

20/100130/100

5/1005/ﾕ00

6/1006/100

5/10015/100

6/10016/1CO

０
０
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第18表焼損個所〔弁棒先端部と弁接鯛部は含まず）

弁の種類 崖 損 個 所

藝議|…|種類’ 500回同|300回同 |"，図”’100回開閉後 200回同
’

同

ブタ締付用ボルト

弁押エと弁膿ネジ
部

ブタ締付用ボルト

なし

同

第一案

ニニ

ー

一

同

ブタ締付用ボルト

なし

ブタ締付用ボルト

同上

なし

同
同
同

弁
棒
非
回
轄
式

80

160

弁押エと弁鰐ネジ
部弁俸と弁艦間

ブタ締付用ボルト

なし

第一案

二

な し

同

弁捧と弁ハメ輪間

ブタ締付用ポル1、

なし

同

同
同
同

同

フク締付用ボルト

なし’

80
第一案

一

一

な し同

なし同

同
同

同
同

同
同弁

棒
回
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第19表弁座水屋試験(e)奮用試鹸

40kg/cm2425｡Cの蒸氣により120時間〔媛氣時間通計

143時間）の通氣議験を行った。この場合の蒸氣量は

14t/hで1時間に5回程度弁の開閉を行い,40時間毎に

分解捻査を行ったが，何等異常を認めなかった。

(f>破壊試験

20mTT'および160mmの弁棒非回簿式の各案に對し

て最高330kg/cmzの水唾ポンプに内径6mmの導管を

使用して次の試験を行った。

i)弁閉鎖の状態で弁下方より水陸を加え水墜の上昇

に俘つってハンドルの増締を行った。この場合の漏洩勇

始の座力および塵力の保持が困難となった最大墜力を調

査したところ第19表の通りであった。

ii)･弁を微開のままとして水陸を加え水煙ポンプの最

高唾力330kg/CrnZまで上昇したが異常なかった。ただ

し100～]80kg/cm3にてブタ締付部およびパツキン部

より漏洩があったので前者は増締を行い後者はパルカー

パツキンを石綿に換装した。

(9)貧験結果

i)弁座,ハメ輪,弁押エ等にニシロン材を使用したも

のがモリメデン不鋳鋼製のものより成績良好であった。

ii)上記各部にニシロン材の如く饒着しない材料を使

用した場合には弁型式は弁棒回鱒式のものでも良いよう

水睡力(kg/cm2)弁の種類

■

一

呼ビ趣|型 義|”鍵關鱸|最高畷ヵ
。

130

100

100．

第一案

一

一

180

160

150

80

一
一
一

160

第一案

二

100

110

ユ10

０
０
０

超
超
坊

であるo

iii)弁棒と弁禮および弁押エとの遊隙は03mm附

近が適當&Gある。

iv)フク締付用ボルトのネヂ部の饒損に對してはボ

ルトナッ1､の材質の組合せ，祷造，工作法等に對し更に

研究する必要があるが，差當り工作をていねいにするこ

とと遊隙を0.3mrn程度にすることが適當である。また

装着のとき必ず黒錯を使用する。黒錯はなるべく水に溶

いたものが良v､。〔綾）

■

●

|’

’ 船舶用機關製造歌況表（昭和26年8月分〕
船舶局機械課

1

１
１

天然澱･新刊

〔監修〕春日信市・杉浦保吉b雨宮育作

蕊:”｜誤|閏辮|…，
価格
〔千圓）

水 産瀞典 |‘"”1

1
蒸氣ボイラ 9 982 223

■

A5".8¥2段組，上質紙・上製函入

500頁慣800圓（邊料50圓〕

日本圖書館協會選定圖書

全國畢校圖書館協議會選定圖書

編集責任者一雨宮育作。粟田晋・今田清二

東秀雄｡篠山武二郎｡末廣恭唯

編集目酌

この水産謙典は正確な科學的考察に重鮎を置き畢

界，業界の實際家には座右の銘として，また學生

一般知識人階級には好箇の伴侶として，各方面の

権威者が，各々その分野における科學と貿際との

綜を分擴執筆して，もって所期の目的を達せんこ

とに努めたのである（序の一部）
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本艦の特設室母としての改造要領はかねて鎌倉丸等に

ついて諜走されたものと大差はないが，その工事の程度

は相當に犬であって，建造中改造と決してから完成迄に

約2千菌工數を要した。そめ中2蔑餘が船殻，9萬5千

弱が艤装工歎である。飛行機用エレベータは以前より特

呂殼室母用として3隻分が準備されてあったので，それを

使用することが出來た。

一部取付濟であった遊歩甲板以上の構鑑物を撤去し,

こ‘-甲板上に高さ約5米の飛行機格納庫を設けた。絡納

庫は一段であを。鐡倉丸型の計霊では絡納庫は雨側に温

い支柱を設け開放式であったが，本鶴ま支柱の外側に薄

鋼板で外板を張りつめたo飛行甲板は完成時は長さエ62

米であったが，被害復奮埒は前方に延長されて，後で完

成した仲鷹（擁H丸〕同様に172米とされた。

艦橋は遊歩甲板の前端に設けられ，絡納庫の後端はエ

レベータを介して後甲板と通じ，総納障内は防火幕によ

って腫分された｡｡睡突は右舷中央部に外方に麹曲して設
けられた。

砲装としては12種軍装高産砲6門が豫定されたが，兵
器不足のため，その中2門は後日装備とされ代って機銃

がその位置に取りつけられた。本繼は戦争直前に就役
L,その改造工事は開戦後奮施された誌艦の改装の貴重
な經識となったのである。

蔦眞2は本鑑わ姿である。船首尾の形態と甲板のシャ
ーラインにのみ陸かに商船の面影を蕊している。

雲癬（蕾名八幡丸）八幡丸は新田丸に次いで竣工し
約’年間商船として過したが，開戦寸前徴脈され臭工廠
で春日丸の要領で特設航空母艦に改造されたo17年5月
末完成し直ちに就役した。春日丸と同日，即ち17年8月
31日に軍艦と改められ航室母艦雲購となった。竣工後大
鷹と同様に飛行甲板が延長された。第5間に本艦を示す
が，この岡の如く昭和'9年春以来多數の溌銃が増脆され
た｡即ち19年8月末においては高角砲は12極軍装6門(就
役営時は4門)，機銃は25粍3連装8基〔24挺)，同連

装2基（4挺，叉2弓粍軍装機銃､6挺，13粍軍装10挺，

即ち機銃合計74挺に達した。これは特に19年6月のマリ

アナ海戦で宝詠大鳳，測鶴飛聴の3隻を－蕊に失った

時の職訓によるものである。艦僑上の飛行甲板上に探照

燈に代って隠顯式のレーダーを，叉雨肢の起倒式無線摘

上に13號と獺する小型レーダーが装備された。嶌宣3は

本艦が陸上磯を飛行甲板上に積んで前線に識謹中のもの

である。

本繼ま大嶋につづいて昭和19年9月17日早朝，南支那

海プラタス島南方で米潜Barbの雷撃を受け沈浸した。

沖薩（蕾名，新田丸),N.Y｡K.三姉妹船中，第1

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
ｑ
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
‐
’
。
Ⅱ
。
』
Ｇ
１

應 召らブミ日の丸

船隊〔4〕Ｉ

太平洋戦箏と鬘海軍

特設艦船について

一

船舶編集室■

3．各鑑の概況

（1）大窪型この型ば春日丸，八幡丸及び新田丸で

あって夫玲大膳（タイヨウ〕，雲曜（ウンヨウ〕及び沖
一／

厩〔チュウヨウ〉と改名された。海軍は便宜上Scharn"

horst(蒋腰一シンヨウ),あるぜんちな丸〔海雁一カ

イヨウ〕も大腿型二含めておったか，全然船型が異るか

ら後の2船は別に述べることにする。

大磨（奮名春日丸〕昭和15年9月長崎で進水した

力もその直後，本船を特設空母に改篭することにきま

り，11月より假篭艦名第1033番鑑として工事に着手し

た。船段工事の大部分と艤装工事の約3割を長崎で行っ

た上，翌16年5月ユ日佐･臓保工廠に回航し9月5日に謡

公試を経]~した上完成した。佐世保へ回航の日を以て徴
蹄せられ特設航室母艦の第一艦となった。開戦時は龍嬢

と共に第4航室戦嫁を編成し第1航筌艦隊に入ってい

た。本繼は他の特設艦措とは全く異り，徹底的に欽造さ
れ，外見も殆ど商船らしい庭確見えない(，一隆徴附船を

こんなに改造してしまって，後で解傭のときは大錘であ

ろうと，無用の心配をした人もいた位である。航空母艦

の攪値は極めて大で，特.没艦ではあるか，本艦はその慣

値上，特殼艤籍に在ってば不便のことも多く，‐7年8月

末には航室母艦として正規軍艦籍に編入され，同蒋に大

鵬と改名された｡飛騰型を除く商船改迭墾母同様本艦は
遂に一変も海戦.と稲する花をしい活鋤舞蕊に蕊場するこ

.とはなかったか，航塞溌，人員等の職邊，船幽護衞等に

多忙な行動をし，遂に昭和19年8月18日深夜ルソン島の

北西岸で米幽潜水艦Rosherの雷雛を受けて洗濯した。

之れより先，昭和18年9月には魚雷6發を右舷に受けた

か，幸いにもその中震に5發迄は不發で僅に外板に衝突

痕を止めたに過ぎなｵつたが，一發は船尾で爆發し，推

進読舵等を大破せしめ，曳航されて9月末に縦須賀に

入港した。
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第6表商船改慧航空母歴軍艦籍入籍迄の錘歴
r－ 一

|繕讓繼ﾄｼゞ｜塞鐸“商船トシテ 軍艦篝飼
入年月日一
〔同日附所園

溌子'、

非
廻

奮名

〈商罷名）
建造番號艦名

|錘砺’ 蔵|蕊鳶|灘|嬢’
完成
年月日
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11月30日にはその2番船の起工が同じ船肇で行われた。

船名も夫詩橿原丸（長崎〕，出雲丸〔紳戸＞と決定し，

着廷と亘懸は組立てられて行った。しかしこの2船は軍

に互船ということのみ判っていただけで從來の優秀船建

鑑の場合と異って，その性能等の数字が前以て發表され

ること少<，しかもいつの間にかその名前は立ち消えと

なってしまった。この2巨船は一鐙どうなったのであろ

うかo

この出雲丸，樫原丸こそ太平洋戟黍でわが空母陣の主

力として活躍した飛雁と隼騰なのでる。昭和'5年秋船

室上で建造中だったこの2隻は商船としての建造を中止

L,空母として工事を進めることに決した。この室母化
は徹底狗な軍艦化であって’たとえ情勢が蘂化しても商
船として復蕾することは不可能な程度のもので，廟船韮
16年2月10日附で海軍に買收されたのである｡他の商鵬
敵蓋鑿母とは異りこの2船は有事の際有力な室母になり
得るのが，その建造の一目的であっただけに，筌母とし
ての性能は速力が低いことを除けば，ほぼ飛龍型の正規
室母に等しい。商船としての出雲丸，橿原丸ばこのため
その設計の當初から相當の空母としての準備が考慮さ
れ，空母改造の詳細計霊岡面も，準備される筈だった

が，建造途中から改造されたから，この出師準備用の固

面も最初から工事用圖面として調製されたのである。こ
の當時詞船の工事は順調に進捗中であって大禮上甲板迄

出来上っていたが，粍納庫を上甲板下にも設けるため，

一旦取付けられた鋼材を取外す必要があった。2船分の

この鋼材は相當の量に達した。本来なら:ま太平洋の女王

番船で叉最も馴染の深かった新田丸は，大購型2番艦雲

朧に引績き呉で改造されたo昭和17年5月に着工し，11

月下旬に完成したが，工事中に航空母艦沖臘と命名され

て正規軍纒態に入った。本艦の改造要領は雲溝の場合に

比して開戦以來の戟訓によって多少相異している。即ち

飛行甲板は田來るだけ長く計甕され,．又その幅も僅かな

から炭い。高角砲は営初より12.7糎遮袋4基〔8門)，機

銃は25粍3迩装lC基で，前D2隻より對筌兵装は著しく

硬化されている。

本艦は完成後約ユクー年を經た昭和28¥12月3日認東

京綴の南東約400浬の地黙で米潜SailfiShの雷撃を受
けて沈浸した。

〔参考）鎌倉丸型鎌倉丸，稜間丸及び龍田丸も特設

空母と豫定され，戦前簡軍な改造計霊の濁面が用意され
ていた。本船型は途に空母とはならなかったが，その豫

想圖を第6間に示す。この減面では12.7糎逵腱高角砲が
搭載される盤うになっているが，昭和16年度の出師準備
計謡では春日丸の場合と同様に12樋軍装高角砲6門とな
っていたo

（2）飛曝型太平洋の女王として，英國のEmp-
reSSofJapanに對抗して日本郵船が優秀船2隻を建造

のこととなるや，我盈はその完成の日の一日も早からん

ことを切望したものである。總噸数_8,090速力24節と
いわれるこの巨船は全國民の待望の中に，昭和14年に起
工された。即ち三菱長崎鎧船所では14年3月20日第1船
のキ戸ルがおかれ，叉祁戸川崎遥船所では同年11月27日
航空厳鑑&鶴(第4號艦)が進水するや,僅か3日後の

■

I

’
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艦と，軍鑑として計霊された毒母との機礎部重量の比較

である。・

第7表にこの比鞍を示す。如何に軍用穰關が輕<出来

ているか判るであろう。本表の機調部重量には主鶴鍵

補機の他に煙路，煙突，軸系等彰含んでいる。

鍵7表

として昭和.6年初頭には進水する豫定でおつ廷が，この

ために約半年近くおくれて，ゴ6羊6月24日まず､且雲丸は

稗戸川崎造船所で進水した。質に弼蘇開戦の2日後であ

る。橿原丸は引繊いて6月26日に長崎港内にその互燈を

浮べたのである。之れより先，船麗買收と共に出雲丸は

第1001番艦，橿原丸は第1CO2溌鑑と軍鑑としての假穂艤

名（建造番號〕が付與された。進水後は極力その工事が

急がれたが，何分巨船でもあり，特に開戦農は特急工事

とされたが，竣工したのは出雲丸は昭和17年7月31日

彊原丸は一足早く5月3日である。後者は完成後暫時特

設航室母艦歴原丸と呼:.れたが，出雲ブI完成の7月末を
以て夫舞航室母艦飛駕〔出雲丸〕及び隼隠〔橿原丸）と

改名されて正規軍艦籍に入った。

室母改遥刀要領は次の通りである。商船としての彊度

甲阪たる短艇甲板が飛行甲板となり，前後部に伸ばさ

れ，長さ約210米，幅約27米の飛行甲板となった。純空

母飛龍と比すると約6米宇短いだけで幅は大瞳同様さあ

．ろ。飛行甲板と上甲板下が上部稲納庫，上甲板下が下部
純納庫で，約30磯の飛行磯を收容し得る。本鑑型の最大

時雪は<1)我が商船として最初のBulbOusBowであ
ること｡(軍艦としては室母翔鶴，瑞鶴，超戦艦大和に

綾いてこの種の船首を有する第4，5番目であるo)(2)
我が劇最初の島型〔アイランド型〕空母であること。勿
論艦，喬だけ飛行甲板上に設けられた空母!ま段.來からも建
慧されたが，米英等の所謂アイランド型たる煙突も上方
に設けられた室母としては我が國最初であった。本艦の
アイランドは重防禦空母たる大風の設計に富って風洞鐵

醗によって定められた様式を試験の意味を以って大鳳に
先立って装術されたのである。即ち煙突は艦喬構造勘と

一鎧となって飛行甲仮右舷寄りに設けられ，第7圖に示
す如く，更に艦濡上より外方に約26度傾斜して凸出して

いる。斜の方向より見ると本艦の外見は極めて異様であ
る。この型式は信濃の場合も同様である。飛行機用エレ
ベータは2組であり，飛行磯關係の織装は飛龍と大燈同

綴である｡(註，飛龍はエレベータは3蕊であった_）
格細庫の雨側は通路や届任腫等で，一部は商船として出
来上っていた室をそのまま旅用したが，木製の部分があ
って後に戦訓によって隼聴では昭i8年夏頃にすべて鋼板

製に改造さｵLた。機開部は商船のままであって，計識
56,250馬力に對し最高速力25.5節である。商船としての

計霊は45,000馬力，24節であるが，かなり餘浴のある計
霊だった篝である。主罐は飛鴫は川崎七談罐(ラモント)，
隼曜は三菱式3胴水管礎6個で他に補戦雛2個がある。

主機關は大燈雨艦債嫌であるが，製鎧所の相異により少
差はある。鼓に興味あることは商船として計登された本

､

籍｜講臓|"鶴|延“鑑

I

’公試状態排水量〔トン〕

機關部重量〔トン）

軸馬力

速力（ノ､ツト〕

機關部1トン雷り發生軸馬
力

29,岸00

2,750

160,000

34

58．3

27,50J

3,860

56,250

25．5

14．6

20,250

2,589

152,000

34．5

58．7

防禦力が鑑の大いさの割合に微弱なのは，その出身が、

商譜であるから営然である｡副ち機關部の外舷にほ25耗

のDS板を固有外振ﾜ外側に張付け，叉火藥庫やガゾ．

リンタンク等の外側も同じく25粍のDS板力穀けられ

た。なお本鑑ま商粥としての固有計書の時から機關部の

雨側には縦壁があり，叉ガソリンタンクは最初から前後

部共設けられていた。

飛蕊〈蕾名，出雲丸）昭和17年7月末完成し，正規

空母となるや，蓮に一足前に完茂した隼蔭と共に2隻で

第2航塞戦隊力編成された。ミッドウェー海駿〔17年6

月〕により－學に主力筌母4隻を喪失した迩合艦豫はか

くて新鋭空母2隻を以て直ちにその中の一戦隊5.復活さ

せたのである。以後本賎ま各方面に活躍した。辰年11月

の南太平洋海戦には運悪くその直前，機隙部の故障によ

り参加出來なかったが，以後翔鶴瑞鶴等と共にわが機

動艦陵の中堅だった。昭和18年夏lこは東京麓南方で敵潜

水艦の雷蕊により艦首を大破し上甲板近くまで水面下に

浸しながらも曳航されて縦須賀に入港した。本纒は昭和

19年6月20日，マリアナ海戦で米機動部隊艦戦機の魚雷
･1發を左舷Iこ受け航行i能となった時に更に潜水艦D魚
雷1本を左舷に受け，大火災を生じ横倒しになって沈浸

した。

箪罵嬢名，樋原丸〕昭和1『年5月に特設航塞母饒

として完成したが，間もなくﾛー 鋸軍艦籍に入り隼臓と命
名された。完成早々 6月には館2機動部隊としてアリユ

ーシャン作戦に参加し,-その艦戯機によってダツチハー

バー攻撃に初陣の功をたてた。同年11月には南太平洋海

戦に殊動をたて,以後本艦は常に機動部隊の一艦として
行動したのである｡18年末には塑後ﾌk道の南方で潜水艦
の魚雷を船尾に受#ﾅ，その爆發のため飛行甲板の後端を

~
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’
，吹き上げられ，マリアブー海戦では直撃弾を受けて煙突を

根本から失い，叉艦丙各所に被害を受けたが，嘩逹20日

間程で復善し，この際に思い切った對室兵装の涯化が行

われた。畠ﾛち磯銃について言えば涯化後は25粍3連装19

基〔57挺〕，債逵愛2基〔4挺〕，軍装27挺，計88挺とな

った。更に間もなく12"28逵装噴進砲〔ロケット>6基が

装備された溌比島沖海戦時には飛行機職邊任務につい
ておって直接この海戦には参加出來なかった｡本鑑は'9
年12月9日未明長崎沖〔野母崎南西約50浬）で米潜水艦
Spadefishの魚雷攻撃を受けて中破し，片舷航行可能
の程度に復奮されたが，本土室襲の激化と共に空しく佐

・世保港丙に繋留されたまま維戟を迎えた。
＜3〕蒜駕〔奮名Scharnhorst)

東洋航路の濁逸優秀船として我が國でなじゑ深い
PotSdam,SCharnhorst及びGueisen"']號の中，

･Scharnhorstが我が航室母艦として改造されたことは

頗る興宋が深い。本船は新田丸級よりやや大型で，その

數澄要領も新田丸，即ち沖麓と大禮同様であり，同じく
呉工廠で施エされたのである。

・新田丸の場合と異って本船では岡而がないのでその計
霊はかなり面倒だった。第1004爵艦と呼ばれ約1ケ年間
の工事期間を要したが，設計と準備工事に手間どり，實
際に現場ｴ事が進み始めたのは'8年春からで,船禮の工
事は9月にば大部分総了したが，運鱒1.主罐の故障綾出
し，12月15日に航空母艦j:'艫と命名され始めて軍艦旗が
掲げられたo1004番艦と瀞曜〔シンヨウ）とシヤルンホ
ルストの三つの呼蒋の發言に瓦L,にある關達があるのも

面白い。

期間と材料と工數に餘裕があれば本艦では飛行機絡納
庫を2段とし，搭載櫻數を増大することも技術的では可．●領一

能であった。鍾際としては艦丙が魔尭として場所があま
りすぎた位である。

復原力が不足したので外舷にはバルジが設けられだ。
なお當時美工廠では藤戦後建造中止となった大和型戦艦

の第4番艦（第111鍍艦）を解燈し，發生した多量の鋼
●

材を巧妙に本繼の改造に使用したので，本艦の上部構造
‘は換言すれば第111號繼の化身とも言える。

本艦ま我海軍唯一のマイヤー硲型であり，叉祁威以來

始めての電氣推進鑑であった。主罐まwagner雛であ

ったが,本艦が商船として使用當時から故障があったも

のらしく，船罐完成して運鱒公試にかかると故障が績出

圏し，いつになったら全力發揮が可能となるか見込がっか

謁逵に18年12月には一應完成ということにして引渡を

r.し，その直後にWagner罐を撤去してR96"2基

と換装された。本艦は南方との船閣護衛，飛行機織邊に

使用された．，昭和'9年''月'7日深夜，濟州島の西方約

’50浬の地黙で潜水艦ゎ雷撃によって沈没した。第8画に
外見を示す。

嶌眞7，8は本船の商胎時及び航室母艦となった時の
姿である。

（4）海篶（蕾名，あるぜんちな丸〕

大阪商船の最大優秀船あるぜ‐ちな丸とぶらじろ丸は
共に室母改造に溌走されたが，ぶらじる丸は沈没したの
であるぜんちな丸のZ入が改造された｡本船は新田丸型よ
り小さく特設空母としては十分な船型とは認められなか
ったが’大型鵬が少く途に室母改造を決行されたのであ
るc従って本船は改造空母の中では最小であって，飛行
甲板は可能な限り長く計喪された力･ヅ飛行機の離艦のた
めには商船としての速力では不足と認められ，躍逐艫用
の潅關に換装された。本船はScharnhorStと相前後し
て改造工事にかかり第'005番艦と呼ばれた。機關をヂー
ゼルよりタービンに換装に伴L,，水管罐4罐を2瞳劃に
收め,機關室の雨側に縦壁を設け重油タンクとする零，
非備な大工事となり，祁臓と前後して完成し海縢と命名
されたo

主に飛行機織逢用として使用されたが，比島沖海戦埋
後iま練雷室母となった。昭和20年Z月24日，別府麓で米
國機動部隊の艦載磯の攻撃を鑿退した直後，磁素職雷に
鯛れて航行不能となり浸水が漸次増大し，蛎逐鑑に曳航
されて窪瀬に棚座した。翌日更にロケット曝弾が命中し
たが大した影響はなかった魂その時着底したまま次第
に船鎧傾斜が増大して途に犠韓してしまった。第9圏に
外見を示す。

篤眞9’’0は就航営時のあるぜんちな丸と航室母艦海
購である。全く生れ代った形になってし．まったが，只硲
首の形態と特長あるアンカーレセスにのみ僅かに商船の
面影を留めている。

以上各艦の主要ぞ目の比較は第8表に示す。

4．僅秀船出雲丸，橿原丸建造までのいきさつ

この2鵬ま逢に商船としての姿に接することが出来な
かったが,もし無事に完成しておれば，太平洋の女王と
してEmpressofJapanと共にその互鴎を誇ったであ
ろう。我が園としては始めての2蔑雛噸代の互船であっ
てこの姿を見ることが出來なかったのは誠に残念だっ

Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ

声

、

た，

北米航路には日本郵船の客船鎌倉丸型3隻か就航して
いたが昭和8年に至って海軍は速力24節の優秀船を建
造したL希望があり，日本郵船と大阪商船に具鵬的に調
査を求め逓信省で一腰審査をしたが，航海速力22節（最
大24節）の船舶としては總噸数25,000噸，建造費-900"
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第 8表商船改遥室母要目
』

ﾍー 掌ー“
項目、、～、

、

朧
却
型
雲
緬

飛
咽
嘩

赫騰

〔シャルンホ
ルストン

海臓

(あるぜんち
な丸ノ

鎌倉丸

出師準備計薑

〈昭年14度〕

大｜藤型

|;噸噺圏丸〕大鴎〔春日丸）

基準排水量（英トン〉

公試状態排水量
〔メートルトン）

垂線間長（メートル〕

全 長同

吃水課長(公試状態〕同

吃水線幅同同

平均吃水同同

深(飛行甲板迄）同

飛行甲板（長×幅〉同

格納庫段数×エレペーータ
數

’

*:14,950

＊17，239

168.”

180.24

173.70

22.50

＊ 7．74

23.70

172.0×23．7

1×2

22,000少

26,921

2“00‐

219.32

215.07

26.70

8．02

21.79

210.3×27．3

2×2

17,500

20,916

186.00

198.34

188.93

25.64

7．74

24.35

180;0×24.5

1×2

11,E00

16，748

155.000

166.3EO

159.”0

21．000

8．04

22.80

160.0×23.0

1×2

16,800

滿栽21,498

170,69

177.50

巳

22．6

滿載8．40

24．5

163．5×23．0

1×2

胃5600

20,000

168.00

180.24

173.70

22.50

8．00

23.50

162.0×23．7

1×2

Ｌ
■
■
■
■
Ｉ
Ⅱ
Ｅ
ｌ
０
１

’111
1’

川
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
１
１
１
Ⅲ
１
１
■
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
０
Ｉ
Ⅱ
１
０
０
且
二
■
■
６
８
Ⅱ
且
Ｉ
４
２
０
８
〃
■
０
口
。
■
■

’
|葱ｼ…，|麺ツー|芙鍾鰐｡|慧重妻|葱，…|葱'ｼ雲デ’船膣の特長

’
ー

127族蓮装×4

25斑蓮装×12

12.7糎連装×4

,25粍2連装×10

４
８
×
×

装
‘
装

迩
連
糎
３
〃
粍
２
５
１
２
４
、
×
×
婆
装
蓮
蓮
糎
３
〃
粍
２
５
１
２

１
Ｊ
１
１

６
８
×
×
装
装
連
蓮
糎
３
〃
粍
２
５
１
２

砲
銃

６
４
×
×
饗
》
糎
粍
２
５
１
２

高
機
角
←

’
0式艦載×9(2)0式艦載×12(2)
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溌欄|患鰐‘機×2〕、
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川崎ラモント罐
×6

56,630

25．6
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1,214
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×2×2

三菱式水管×4三菱式水管×4

25)20025,220

21．021.38

18-8,50018-8,500
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主稜械
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軸馬力

連力〔ノット〕
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I
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や
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’
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1,015

定
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油
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眞
軍

０
１
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６
９
７
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１
８
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’
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重

３
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７
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５
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１
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底
》

３
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2360
309

’
｜*印皇鴫ｦ示ス雲購ハほぼ同溌 ｜１

１
備考

基準排水量'､液鴎バラストヲ控除シテ算定

ととが明らかとなった。翌11年に至り太雫洋航路には

EmpressofJapan",厭洲航路にはScharnhorst號

等が進出し，叉オリンピック日本開催の問題もあり日本

郵船では優秀船建造の塞氣が濃くなった。海軍は次の案

を逓信省に示し，建造費の全額補助を要望した。 I
園を要し又約15年間毎年500萬圓の補助を要し，結局不

可能ということになった。

昭和10年に日本郵硲では歌洲航路に老朽船の代船とし

て3隻の貨客船建造の計窪があり，海軍はこれに24節の

速力を要望したが，これ叉上記と同じ理由で見込のない
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今
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奇

幅25斗'以上

速力公試運鱒，年載状態で24節，片

舷機で19節以上

馬力全力60,000,正常48,000

即ち總噸數約26,500～27,00,噸となる見當であった。

海軍が要求した6萬馬力は26節附近の速力を出し得る

もので馬力の増加により建造費が増大するか,これは本

船の基本計謹等を出來るだけ海軍が援助し，同時に磯關

重量を輕減することによって相殺しようとするものであ

った。

（2）構造戦時航空母艦として3ケ月以内に改装

し得る如く具魁的に指定する。

かくして我國最初の2蕊噸以上の大型船2隻は橿原

丸，出雲丸と船名を豫定され三菱長崎と荊戸川崎造船所

で夫盈昭和14年3月及び11月に起工されたのである。

、第1案，全長72フ沢，速力24節

第2案,･全長637沢，速力24節

これに對し瀝信省は建造費の8割補助を可と認め，大

藏省と交渉した鍋議會へ提出に至らなかった。

翌昭和12年に逓信省は大型優秀船2隻建造費1隻當

り2,400萬圓,〔2隻分4,800萬圓)8割補助案で大蔵省と
交渉し，大藏省は5割補助を主張したが，海軍がこの間

に立って6割補助に鍵更され，昭和13年度の議會で震算

の成立を見るに至った。

即ち昭和13年度より17年度に亘る5ケ年間に2,880萬

圓を補助しようとするもので，これによって總噸數

2.,000噸以上,%戦貨状態にて正常最大馬力に對し速力

24節以上の旗客船2隻を建造する計謹であった。

建造要目等について海軍の要望は次の通りであった。

〔エ〕要目全長210米以上

b

●

’
「船舶」豫約購請

一年分前金お沸込900圓（透共〕

半年分．460圓・（〃）

上記のごとく前金お排込承の方には，奉仕の一つ

として，増頁等のため特慨の場合にも差額は頂戴

L,たしません。

"船舶 本
《
ロ

〃

第23巻〔旺和25年分〕
．慣900圖〔詮6］皿）

〔クロー.ス上製金文字入〕

’朝永研一郎著A5上製210頁250圓("25m)
ー

天然趾・海事關係圖耆 舶用機關入門11ⅡⅡⅡIⅡ:Ⅱ111m加ⅡⅡ師ttt仙IltBBⅡ1111lbⅡF1Ⅱ1」『【rIⅡ､ロ

依田啓二箸A5上製400頁450圓(E40圓）
依田啓二箸A5上製200頁2801m("25圓〕

船舶運用學
小谷信市著A5上製300頁350圓(240圓〕

舶用補機
小野暢三著B5上製折込岡4¥3503Ga40圓〕

貨物船の設計
高木淳著A5上製240頁300ia(=40">

初等船舶算法
中谷勝紀著A5上製320頁350圓("40圓)･

舶用ヂーゼル機關
中谷勝紺著A5上製200頁250m("25圓〕

舶用焼玉機關
波多野浩著A5上製320頁250H("40圓〕

航海計器の實用と理論（上）
聯戸高等商船學校航海學部編

A5上製180頁180圓("25圓〕

航海士必携
闘川武著B6上製L40頁130m("25El)
艤装と船用品

海上衝突豫防規則提要
小野暢三著A5上製170頁250圓、逵25圓〕

舶用聯動汽機
春日･杉浦･雨宮監修A5"500頁800m<Z50圓〕

水産鮮典
天然社編B5_上製300頁600圓(240圓〕

船舶の嘉眞ご要目 ’矢崎信之著B6上製300頁259圓("25圓〕

舶用機關史話
渡遜加藤一箸A5上製203頁280圓
荒天航泊法
小谷.南.阪田共著A5上製340頁450"
機關士必携
天燃融編B5"180頁280m
船用品の解説と紹介

〔差25圓）

’
〔逢40圓〕

’
(邊25圓）

I

’
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【水槽試験資料】

資料 X(Ms.17,18,19×M.P.14) 船鮪編集室
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町
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１
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1

1

唖

’

’ I
、

菫
『

金剛丸，興安丸の姉妹船は何れも長崎造船所建掻，2
軸合計12,炉0〕軸馬力(定絡〕,最狼速度23節,航海速度20
節を誇る快速量秀客船ご關釜連絡の花形であった。今回

の資料は同船の船型決定に富って行われた豫備試騨の中

の硲幅箆化の影響に開する調査結果を示す。試験は長さ

と滿載時の吃水，排水量及び柱形肥糯係数詮一定として
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吾

巴

幅を，従って方形肥清係數及び中央織歓面係数を鍵化し

た3模型船につき満載，4/5載貨及び2/5載貨の3状態

に對して行われた。これら模型賭M.S.17118及び19

並びに試験に使用した模型推進器M.P、14に對應す

る，實船の場合に換算した主要目を第1表に掲げた。正

面線圖及び船首尾形状はM,S.17を第1園に,M.S､18

及び19を第2岡に示したが，船尾形状は3模型船とも

同一であるから第2間ではこれを省略した。正面線固は

肋骨線形状の比較を容易にするため幅が同一となる如き

縮奉で作圖したので深さが相異‐するかに見えるが，賀際

は幅を相異せしめたものである。試験結果は一括して第

3圖に示す。

筒賓際に建造せられた賓船の主要寸法はここに掲げた

模型船に對應するものと多少異る。即ち試麓結果では最

少鴨のM.S｡17が最恕有利であることを示しているが，
寶際は他の考慮からM.S.18のそれに近い幅がとられ

ているo資船の主要寸法も参考のため船名録記載の値逹

第1表中に附記した。

第1表要目表

i

閏
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甲
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咄咄
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｛｛

けけ （
臼
・
哩
冒
、
胃
・
の
・
冨
）
園
篭
恒
間

仏

柵柵
ろろ

ⅨⅨ

賞際建造され
た賓船MS.NO.IMS､171MS181MS.19
１
１
０
日
日

ゲ

i
’

(L)1126.500米

(B)|17.113米|r7.535米|17956糸
長
幅

1-7.55米

17.46米

一

己

6.078米’ 6.072米’
7,621砿

、552．｜

、596

.928

＋2.10％

I
①
Ｉ
■
４
１
■
Ⅱ
１
１
口
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｏ
ｑ

6.072米 平均6．08米

7,738唾

吃水(d)

排水量（△〕

Cb

Cp

C亜

Icb

滿
載
状
態

、539

．596

．904

＋2．06％

、565

・595

959

＋2.11％

重
函
鴻

平均外板の厚さ＝21.1粍

入s==0．1:ll28

入sノー0.14128

船名録記載の
値

考備

－

的
門
‐
叩
・
蜀
萬

ｂ
ｌ
ｌ
ｌ
■
０
ｈ
ｌ
ｂ
Ⅱ
■

M ．P.NO M.P.14

’
直径

ボス比

ピッチ〔一定〕

ピッチ比(同〕

展開面積比

翼厚比

傾斜角

翼数

回鱒方向

霊獣面形状

3.542米

、188

3．340米

、943

．414

｡045

9口－0『

4

左，右

エーロフォイル型

624

贋

■－－－ウーワロ一｡－一一一．＝一一 一一■一一四一一一一一一一一ご－一



Ｉ
‐

一一一－

五一一 弓

鵲署--Z
い
つ

一
つ
マ
マ

一
癖
ｇ
唖

。
▼

Ｈ司る
弾”フ

g
“

里
今

鐘
‐ ！

唖
科
劇
『
一
御
。
刷
守
一
学
一

|li ’｜’ il
1

ｉ
Ｉ、』

L
稚津

、 ６
３
１
割
両
訓
Ｍ
３

ｊ
Ｉ

、

、ｉ
１
１

世
■
■
ｊ
ｌ
ｌ
８
ｇ
ｄ
Ｏ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ ’

Ｅ浬
堅
迂
乏

、
~

’
腓

~

、
、
合

r~ ﾙ
ﾉ』お卜.へ～窪

山
尋
坐
宰
萱
空
色
一
室
謡
毒
季
墾
函

、

､ ＝
~ー｡
‐。

ぐ
ト
子
ぽ
い
一
Ｊ
一
ｍ

肌
田
銅
寄
⑩

、
”
守
屋

室
些
三
遍
室
錘
．
童

'’
、

、§、、 ～

’
、

一二垂

蕊 引き菫HLI､、仏
､、
へ

¥
≦

lr ､.､j､~~道
科
医
○
・
や

一
一
い
・
ぬ

、

I職
’

１
１

１
１

１
１’ ＃、、 、

参『~、
●〃－

．，

－．－－＝:一－－

~き
Ｅ
《
壱
〕

ミーミ
■

、ﾐ、

、菖露 蓋ヨ
§

I

ゴ
函

、

、
◆

、

純 Ｉ
ｉ

、I
Ｉ
Ｉ
Ｊ 、I 唇

一
両
封 、

、 I
ｊ
Ｉ 、ﾐ、

1

、～
～

、
、 1

、
１
１
１
１ I

ｉ
１ 、

、

、、
、
、 'l

・
０
１
１
Ｊ
■
Ⅱ
Ⅱ
ｑ
Ｊ
ｊ
ａ
４
Ｉ
Ｉ
Ｉ
４

Ｉ
Ｉ

－

守

、 や
一

討
斡、

、
ミ

１
１
＃

１
１ 国

篝
雷
緋
・
関
・
里
・
凶
国
師
綴

、
、

～

へ

､、里

北
、､、

、

、

妻
へ
曇
。
星
各
堅
工
の
岩
。
恥
淫
め

師
函

一
函
○
融
辱
一
函
一
陽
一

、
、

、
、

、
＆、 〃~卜、

、～いＪ
１
室
“
・
夏
患
易
乏

、

一＝

可~=扇 …14L
函

/／、、 ～
、

～
亨
岱
〕

４
一

「
ｌ
｜
，
一
一
一
一

～
｝

卜
主

、

翁
〃

息

、

、～

僻
、、

、 |W、

､、 １、 、

函園
蕊≦

1鋪
１
１

、
、、

き、
|：
蓉

唇
＝

S

、
色
気
マ
ヨ
函
令’

$、

芯ま域
、

、
I

’
、､卜、、

寸、

§、

I
、

≦iご対--

Ｉ

､W，
1．

＃
Ⅱ

１
１

や
ノ

に
」
一
’
一

～
~

~11 、
｜
｜

’

、
、 ’ 、ノ 、ﾐ、～

申
討

Ｊ
一、

、

筐
や．､
、
~Q~
－

K，

０
Ⅱ
４
■
Ⅱ
１
日
Ｉ

｜
I I

主|’
、

信侯
、

||I、

、、
、

|、
、、 一

ぺ
。
齢
守
一
露
］
筐
金
一

、

～

、

＝巨富
～

､､!!|､～

IN
窒
唇
・
乏
滅
匡
鍼
ぐ
善

､

岬
め
す
崖

～

峠 I｜、
hL

、

、
、

、

、

河蕊
～ 、

1、 、

蕊
霞

～ =、 、
、

鈩
四
ト
的

’

1
1

い
い
○
・
岨

ト
風
一
・
必

へ、： 、
、”

山
口
言
塞
山
筐
竜
づ
ぐ
ご
【
冒

些
・
工
邑
ｘ
函
・
一
Ⅱ
α
工
・
の

の
￥
空
く
芝
凶
陛

一
一
一
一
一
一

幾
-d，

’
一

亘吋云膏膏 、

、
、」

八
Ｗ

琶
戸
蚕
突
画

属
目
巨
匡

皇
ｓ
掌

Ｑ
８
当
隷

I
、

１
０
子
０
千
ｈ
■
■
■
。
ｂ
凸
■
■
Ⅲ
ｌ
ｂ
ｄ
■
Ⅱ

、 ｉ
１
１

、
窯I

、 、

N，

幸、 I１１、

尽 ｜
Ⅱ

１
１ ､、|’

１
１！｜’

○
つ
つ
吟

。
。
つ
め

つ
つ
◎
両
一
つ
“
“

ｇ
三
一
・
些
琶３脚

○
・
・
べ
一
・
＠
両

Ｃ
○
・
・

§Ｈ

つ
き
僑
さ

○
つ
つ
ぎ

つ
ロ
ロ
・
一
つ
翼

ロ
一
Ｑ
毎
・
守
一

つ
つ
◎
鐘

＠
高

625

一一毛筆一一一．－．←呈、型一→←F－U心幸一一一－4 ､

￥
喋
垂
室

（
Ｆ
一
色
）
．

畦
飼
壼
圏
窒
鈴
三

蕊

１
１
１

ト
寸
鈩
、

０
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
ｂ
Ｄ
Ｄ
Ｂ
Ｏ
８
０

屯
ｍ
Ｇ
Ｊ

’
山
的
す
い

函
屋
。
．
④

Ｇ
亜
ヨ
ゴ
己



”、‐…~~.~~~モーーー’~~一一~，≦.”寺．‐.＝』一宇涜辱~‐濡藤~＝--‐･＝~－~.ｪ・＝~毒一一一一¥~‐一‐－－－‐

ｰ

戸

ー‐r一四一一F壷ーr

l

Vl

海 外の文献の紹介
111ⅡI【lllllIIlI1iI

船 舶ご交流

(TheMotorShipApril,]951)

紹介；船内交流化は久しい懸案であるが，未だ一般的に

なってはいない。これは主として甲板磯械の躯動に問

題があるからである本論文の中では二つの流鎧接手と

差動歯車を用いたウインチが紹介されており稲型誘導

電動機の使用が交流化の條件であると硬調している。

‐交流ウインチが蒼所で試作されている折柄興味深い。

本丈；紹内宣流装謹は謹難で坂扱いが難しいので次のよ

うな利註を持つ交流の使用に移るべきである。

’）最も簡車で信頼性があり起動容易な篭型誘導電動
機〔以下籍型モーターという〕を使用できること

2〕鍵墜器により使途に恋じた遁當な電墜が得られる

こと

3）發電楼は整流子がなく簡単であり大出力のものは

高速輕量にできること

4〕電解及び謬遥現象がないこと

之らによ'〕債緒，重量及び容積を節減し信頼性を増し

維時蓋を減少しうる｡叉豫備品が少なく'陸上電癖利
用でき従って標準機器か採用できる，交流モーターの速

度/負荷時性は耀度の影響をうけない，無線妨害が少な
いなどの利鮎もあげられる。交流磯器の不利な鮎は

1〕額型モーターの起動及び過負荷トルクは直流モ戸

ターに比し小さいこと

2〕穂型モーターは電氣的速度制御が難しいこと

3）交流護電機は直流發電機の穰に一定電睡に保つこ

とが難しいこと

4〕樋型モーターは起動痔過大な電流が流れること

5）並列運鱒に同期化装置が必要であること
6）發電制動に不適篭であること

7）直流農に比ぺ騒香が大きいこと

之らの不利益は設計i乙當って熱力學，流譜力學，機減
及び電氣機滅各方面の技制錆の密な協力によって打開す

べきである。採用周波数は（英〕海軍が60サイクルと決
定したので色鈴問題はあるが§雛日用としては之か標準に
なろう。

5030GT級の#､型船で100KW發電機2台装備の場

合は208/101V4線式とし護電機の中性線は完全に接地
すべきであるcl0,000～20,000G.T.級の定期貨物叉は
貨客船で7sOKVA迄の護電機數台を使用する場合440

9
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V3"3線非接地中性方式がよい。之は室冷鍵韮語を介

して厨房用には230V,照明及び室内用には120V軍棚

として供給す-る。625KVAを越える發電機致台を使溌

する装置には2,300V3相3線式で全發電機接地式が提

唱されている。この場合遜降鍵韮器を介し小動力用にほ

4COV3相3線非接地式その他は前記と伺穰のものが供

語される。

動力用交流装置としての要求は第一に龍型モーターが

全機滅の願動に使用されるこl,"2に直接起動しうる

ことである。

先ずウーインチについては汽動ウインチは不經濟で配管

がめんどうである。直流ウインチはその定馬力特陸經

濟性，装置の簡単抜こと，發電巻降Lj維持費などの識

で優秀で大澄成功に近い。従って交流ウインチは次の巖

な設計目標を持たねば底らぬ。

1〕直接起動篭型モーター

2）要すれば定馬力特性に近いものが得られること

3）加速は圓滑で負荷の急鍵にも無調係なこと

4）制御は簡単なコン1､画一ラーによること

‐5）發電制動が使用しうること

6）要すれば輕負荷時緩速度であること

之は第1間の様な装置で解決される。差動嶽車の3軸

速度をa,b,cとすると,(a,bIXA,Bモーターに
對う-るもの〕

¥=｡である。
今3トンウインチで61サイクルとしAは同期速鴎

1200rpm6極棲,Bは930rpm8極儀とすると使用速
度は

A BC

前進逝轌150rpm

前進停止600rpm

前進前進1,050rpm

更に高速にするにはBを3600rpm2極巻とする｡
即ちA,B前進でCは2400rpmとな番。巻降しでは，
回鱒方向か逆になり負荷がモーターにかかりすぎると電

力回主作用により自動殉にほぼ公熱り速度になる。勿論
l司期速糞はモーターと接手のスリップの爲一致はせ庭。
流禮接手は嶌眞の様な弧､ractiontyPeで，出力軸及びB

紬のブレーキは普通のドラム型の直流ソレノイド，差動
鬮車はエピサイクリックのズパーギヤーである。流禮接
手は負荷と關係なくモーターを加速させるがブレーキに

より加速に約1秒要する。接手は加速を圓滑にしウイン

チに高い1､ルクを輿える。二つのウインチを1人で操作

する様にし操作者は船脆を見下せる位置におる。

今荷物を船鱸からあげるとする。コントローラのノッ

一一一一一一一一
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チを段々あげる。初めはモーターAが前進，モーターB

(-逆方向に起動する。その際ばブレーキされず荷物は緩

逵篭であげられる，コントローラをノッチ，から2にあ

げるとモーターB主勵たれブレーキが入る。

ノッチ3でモーターB前進起動し全通になる。荷物が

トップに近づくとコント戸～ラを引戻し速睦をゆるめ

る。荷物かある速産を越えると回生僻6により細動力が

はたらく。モーターが誘拳愛電機として作動するのであ
るo『

速度制御は抵抗によらないので効率は高い。第2固の
糠にウ･インチを装着して試験する。ウインチの後のプリ

ーに小型嬢電機を連結しロープ速度をオッシログラフに

とる。制御速度は3種のみであるが非常に圓滑に加速す

ることができる。定馬力特性を得ようとすｵ,ぱウインチ

の特性曲線にカットオフの黙が必要になる。カットオフ

はモータF-Aの負荷によって操作される接鯛器によって

得られる。モーターのローク『-割家のしめ方は銅キーを

使用しゆるみを防いでいるoとに角モーターそのものは

頑丈でなければならぬ。

制御回路は直流で之により援鯛語,制動器のf噸を静
かにかつ信賦性を典えている。直流は3相全波金厨整流

器で得られるが接鵬器単相,制動器は3相のものがよい。

この2洗禮接手附交琉ウインチの試溌成績は非常に良

く叉癖法簡軍取扱容易である。篭磁裟手も作動敏感，リ

モートコントロール容易で好適ではあるが流禮接手の方

が信旗性があり使いよい。総凍溌及び塞氣調節装遥にも

色盈の工夫により定速度モーターが使用可能である。操

舵機でば油墜式のものはモーターが定速度でポンプを躍

動するのだから問題はない。直流直結の撫縦機ではモー

ターの界磁は掴えずエネルギを與えられ必要な運動に従

い雷磯子回路が作られる。同様な效果は二つの電磁接手

を有し軸を躍動する定速度龍型モーターでも得られる。
接手の自由側は各堂ペベルギヤに傳えられぺベルギヤは

操舵機を躍動するギヤに噛合っている。モーターは連綾
回鱒し操舵機は相應する接手と連結して作動する。
結局いかなる補機にも經濟的理論的に望ましい作動を
行わせるために可鍵速度モ戸クーが是非必要であると云
うことばない。ある場合は可鍵速度モ縁一夕～を使って薮
％の利誌があっても他の場合ではもつと簡軍な交流モー

ターで敷奉をよくし利巖をうることかある。之らが船全

麗の性能こ影響するとすればこの程度の結論でその差を

測ることは出來ない。しかじ電氣装置を簡悩化すること
はいかなる僅かな節約にもまして大きな利益を生む。そ

して使用者から設計者に之を要望することによって切賞

な取扱の問題が脈決されるであろう。

一

第1圖2流磑接手附交流ウインチ装置略園

1－Bモーター7－ウォーム

2－Bモータ､-流腱接手8－出力ブレーキ

3－Bモーターブレーキ9－曳索用ドラム

4－差動歯車10－主ドラム

5－Aモータ‘－流鴎接手11－ウォーム車

6－Aモーター、12－曳索用ドラム

cRANEBEAM

ノ

第2岡交流ウインチ試験装置圖
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一般貨紘船における積荷の重量

別巻揚頻度の一例

第3間
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本女中の交流ウインチに使用された洗鐙接手

商船用レーダーの新しい發逹

(RCAReview,Decemberl950より〕

米國の著名な無線技術誌RCAReviewの1950年12

月號にC.E・Moore氏が宙ewDevelopmentsin

RadarforMerchantMarineServiceと題してRCA

IO3型小型レーダーの紹介を主として論文を掲載してい

る。この型のレーダーは既に我が國にも識入され海上保

安廃の巡覗船に取りつけられているが次にその論文の大

要を紹介する。

米國においては戦零の直後商船用のレーダーを製法す

る湧求が弱くおきた。軍用のレーダーは遠方の目標を發

見することに力を入れているのに比べ，商船用としてレ

ーダーを應用寸一る場合には衝突防止,位置發見,その他航

海用として高分解能で出來るだけ近接した目標を探知侭

來ることか要求される。このためにはビーム幅を狭くし

たりパルス幅を狭める必要がある。このような航海用レ

ーダ._を發達させるために米國のコーストガードは1945

年にAdviSoryMinimumSPecificationforNaviga_

tionaIRadarを發行した。この勤告では最大探蹴範閏

30哩，可愛距離目盛，虞方位指示，性能を指示する装

置，電原として60サイクルを使うこと，將来レーダービ

ーコンに使用出來るようにするなどの諸項目を含んでい

る。更にGrateLakesCarriars'Associationの提蕪

したGrateLakesRadarOperatiOnalResearch

Proiectの結果1，？，4，F，20及び4哩の6段の範醐

劉換，’2吋のブラウン管の使用を要求することなどが報

告された。これらを基としてRCA101型レーダーが

作られ，更に眞筌管の溌命の改善，空中線の指向特性の
改良，安定なAFC回路等を加えてRCA101A型レー
ダーが製作せじ〕』'るようになった。

しかしレーダーは必要であるか101A刑のような大型

レーダーを取付けられない小型船勘．例えば捲鍾用曳船，
漁舳小型貨物昭なども駁多くある。－』Lらの小型船の
場合‘大型ﾚー グー を据付けるスペースほ充分あること

628

もあるが大型で精巧な装登に多額の費用を出すことは適

當ではない。小型でコンパク1､でそして安偵なレーダー

がこのような船への要求を滿足させるものでありその必

要性から’03型レーダーが設計製作されるようになっ

た｡

’03型設計上の老察：二つの問題（1）小型でコンパク

トに，（2）安債にすることを解決し高性能が維持されな

ければならない。そのため次のような諸黙が考慮され

たo

（1）指示器の大きさを小さくするために7吋のプラウ

ン管を使うことが決められた。このために特に新しく設

計されたブラウン管は最誘型の電子銃で，映像面は平

面，焦鮎及び偏向は磁氣的に行う，優れたスポットを持

った，小型で丈夫でコンパクトなものである。

（2）装置全膿の大きさを減ずるために電源は60サイク

ルの代りに400サイクルを使った。これにより鍵睡器の

大きさは30～35％に，重量は40～45％に輕誠出來る。

しかし鍵睡器の償緒は大きさの他こ絶縁耐唾などの要素

が加わるので必ずしも安くはならないO=ンデンサーと

低周波塞洗腺輪よりなる濾波器は60サイクルのものに比

べその容量が小さなもので濟むため15％のものに減少出

來るO,

（3〕高周波出力を減少することも考慮されたが低出力

の磁電管を使っても容積，侭格ともあまり減少しないの

でCR101A型と同じ尖頭出力3rkwのものを使うこと

に決めたがこのことはその後使用者より適當であったこ
む

とが實證されている。

（4）新し､回路を使うことにより使用眞塞管の数を減

らしたoCRLOIA型の61本に比べCR103型は45本と

26％の減少でこれにより消蜜電力と形と催竣を減少出来

た。

（5）蓬受信機冷却用の邊風器及び皇中線回徳用の電醗

機用の電力は直接船丙電源を供給することにより電顛震

電機の容量を減少した｡使用電動發電機の定格は750VA,

400サイクルのものであるが賓際の負荷は550VAにす

ぎない。
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装置の概要？CR103型レーダーの主要部分は第，圖
挺示す通りである。指示器織普通操舵室に諸き航海士に
より容易に操作出来るようになっている。空中縦は他の

する型で，ブラウン管は舸記の通り映像面の平ら厳高偏
向型の7MP7を使う。指示器はその角度を自由に鍵化
出來る型のもので天井から吊ることも，床上.におくこと
も，窪受信機の上でも，机の上その他遁當な位置に取付
けることが可籠である。その外形睦高さ10吋，幅15吋》
奥行i8吋で重量は60封度，外箱億アルミニューム製で上
下のカバー臆眞塞管の交換などのため取りはずすことが
出来る。

指示回路の系統圏は第3認に示す通りでその回路は二
三の特別な技術を利用した以外は普通の回路である。繰

返周波数のトリガーは鐙受信機丙心鍵誰回路で作られ映
像信號同様同軸ケーブルで指示器に導かれる。指示距離
範鴎ほ1,3,9,2C哩の4段で哩乱浬でも要求に應じ
て設計される。特殊な回路の一例としてば例えば船僅線，
船尾線は室中線にあるカムスイッチにより作り，その輝
度は指示器のパネルにあるポテンシオンメーターで鍵え

るが普通はブラウン管面iここの避鵜を作るにば眞塞管を
戸一今一■二一奇

CECⅨ
広げZ』難＄

鰯･TOR■GENER灯”

"11alCR]03型レーダ～全系統岡

_マストなどで電波ビームがじゃ童にならないような高所
に保持さオ，邊受信機は導波管，I司軸ケーブルの長さが

出來るだけ短くなるような遁當な位置におく。船内電源
を40．サイクル"115Vに鐙換する電動霊電磯は進動器
及びラインスイツチと共に遁當な所に設ければよいO
指示器：指示器は空中線と同期して偏向コイルを回鱒

ｰ

第2侭｜指 刀§ 器

第3間指示器の系統岡

使った回路を使うところをCR103型ではコンデンサー

の充放電を和剛して浦足すべき結果を得ている。またブ

ラウン管の陽匙電瞳の瞳1路は閲単であるが電鵬電墜の鍵

動’距離範園の切換等による映像面の明るさの鍵動を自
動杓に棚償するようになっている。映像面はその前に附

したレンズによって'0吋の管に柑當した大きさに映儀達
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速度は毎分17回に選んであるから新しい像は3秒.Fごと

にあらわｵ･しる。室中線装置の全軍量は150封度で簡軍な

塔やマストの上に取付けられる。

途受信機：と鋸装置はその内部に逢信用磁電管，愛読

回路，受信回路，全低座電源，この装置盛部の逓風装置

などを含んでいる。装置のカバーはネジにより容易に坂

去れる。更に裏側を鼎極するために第6岡のように装謹

全鎧を左側の蝶番により外側に開けるようになってい

る。試験剛メーターやヒューズは前面にある｡
B,撚錨･弔篭で”を謹員分留銭尊:f吟･…･一見・患1％-鼠色‘.誤搾興-銘一旬._鋤ﾛ昂ﾛ･粘己･宇・-.9.F.…・』罪．.堂

擴大する。

空中線：空中秘装置は第4岡に示す通りで反射器はさ

しわたし50吋，高さ11吋，3個のアルミ鋳物をボルト止

~｜

’
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第4圏宝"中線装置

め合せてである。反射面は公差±光吋に仕上げられ指向

特性は水平ビーム幅は第5圖に示すように1.9つ，垂直

のパタ庁ンは20.で偽目標の表われるのを防ぐため指向

方向以外への電波の輻射を極力防止している。空中線の

下のアルミ鋳物のケースの中にけ騒動用モーター，同期

用セルシン，船首線用カムスイッチ，力奉改善用コンデ

ンサー，サーモスタットにより自動的に職綾する皇中線
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第6団蓬受信鯵，サービスのためパネルを

用いたところ

鍵調回路は水素入放電管4C35を使う普通のもので繰
返比10COPps"パルス幅0.4"で尖頭出力30～40KW

の磁電管725Aをパルス蕊調する。磁電管の出力は1X"
×認"の導波管で空中線に導かれその途中にTR管1B
24，逆TR管1B35をもった詮受切換装置及び受信回

路の混合部がある。混合部は受F回路のすぐ上にあるた
め同軸ケーブルは不要である。局部汲振器はAFC回路
をもった速度愛調管723A/B(2k25),中間周波瀬I賑回
路は普通のスタガー同調式で，指示器の所で調節出來る
海面反射妨害防止のSTC回路をもっている。第6岡の
下方に示す網目は室氣清淨器でその裏に通風器があり逮
風溝を通して装置の各部を寒冷するo
CR103型の上記三つの主要装置の全重量は約400封藍
でCRO1A型の全重量930封篭に比ベオLぱ小型化の設計
が成功していることがわかる。以上でCR103型につい
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第5岡室中線水zF指向特性

凍結防止用上戸夕'一などが入っている。港侭艇などのよ
うな小船は大型船より旋回速度が早いから崖中線の回鱒
速愛を早くする必要がふるoCR103型では峯中線の回働
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ての記述は総るが原論文は更に次の通り米國などにおけ

z商鵬用レーダーの一般的膜向について述ぺている。
商船用レーダーの一般的傾向：今次大戦の維つたとき

には商譜用レーダーはなかったので米國受びその他の國
の若干の船が軍用レーダーをもっていたユ946年以来
1950年10月4日迄に商謂用レーダーを坂付けた米國船は

約1100隻でその大半は波長SCm帯のレーダーで,波長
10cm鞘のレーーダーは全鴎の約蒟である。鉱7圖は1950

りすべて波長3cZn帯で動作するものである。ノール族

エー，スエーデン，デンマ戸ク,オラシダ等の諸外國で

レーダーをつけた船は約500でこれらの數字は全世界の
船舶がレーダーを航海と衝突防止に如何によく利用して
いるかがわかる。

入港,河や運河などの狭水路を航行するとき霧その他
の悪天候は船の航行を妨げ多くの時間を室黄させる。こ
のような悪コンデションのときにレーダ←-の映像は優れ

た方位分解能と距離分解能及び最小探知距離を要求さ

れる｡普通の3cl鰹のレーダーでは4沢の反射器で2.,

10cmのレーダーでは7沢の反射器で3．5．の水平ビー

ム幅を持っている。最近の發達により3cmの磯器では

9沢の反射器を使って水平ビーム幅を'｡以下に減小出來

るようになっていそo10cmの機器では2o台のビーム幅

にするには'4沢の反射器ガ必要であるかこのような空中

線は海上の蕊風に耐える祷造とするため重くなる。最小

探知距離は主としてパルス幅と逢信後受信機が作動を始
めるまでの時間によりきまる。パルス幅は普通は0.25～

0.4"sで最小探知距離は70～80撫である。更に短いパル

ス幅ほ更に短い最小探知距離を輿えるであろうけれども

回路の設計か困難となるためある程度で安協をす-ること

が必要となる。
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第7個2950年2月29日に米國のFCC

で許可された商船のレーダー

年4月及び9月末の米國のrCC(聯邦通信委員會〕に

より許可されているし｡－グーの全台數でこの岡は戦時中

のレーダーが商船用のものに漸次置き換えられつつある

こと，雨波長帯の商船用レーダ･-の全台薮，その比率及

び瑠加の罰合を示している。英域船には約500のレーダ

ーが取付けられているがそれらは英鯉蓮楡省の規定{こよ

海上衝突豫防規則提要

A.5判上製190頁侭280圓(E25圓〕

前篇解読

右頁規則全文〔和文，英女併録〕

左頁規則と對孵に，字句等の説明，解読

後篇小論

著者の最も力を議したところで，永年教壇におけ

る講談の棒を集録したものである。懇切了寧に各

あますところなく講述し，船舶運用上蕊遺憾なき

を期してある。
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出 版部より

「舶用機關の型式｣は各メーカーの貴重なる資料

の提供により内容の充賀したものが出来つつあり

ますが，更に完壁のものにするため監修者におい

て,入念に編集中でござい毒｡縫って,震行力;｜
大分遅}L葦すことをお織りいたします。

術，船舶弓資材課監修にて｢船舶の資材｣が目.下；

企認されております。詳細は來月號に發表いたし｛
まう-が，必ず關系方面の必携刀書として待望のも1

のであることと確信しております。
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附 録

A.新規則と茜規則との條文比較

（新蕾2規則全文，對照）

B“内海水道航行規則〔全文）

C.本規則一躍表
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